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未
開
民
族
の
死
後
生
活
に
關
す
る
思
想
は
思
想
構
威
上
二
大
濁
さ
れ
る
。
　
～
は
再
生
信
仰
や
貫
生
へ
の
轄
生
の
信
仰
で
あ
り
、
二
は
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

界
観
念
で
あ
る
。
　
此
の
外
に
復
活
の
槻
念
や
登
営
甘
馨
”
償
b
≦
夕
霧
Φ
・
臨
①
昌
。
≦
σ
①
嵩
Φ
隔
（
は
じ
め
て
見
た
白
人
を
麗
先
の
麟
來
と
し
た

猛
仰
）
な
ど
が
墨
げ
ら
れ
る
が
、
之
は
極
め
て
特
殊
な
も
の
で
あ
る
し
、
旦
前
罪
は
一
の
、
類
型
に
近
く
、
後
者
は
二
の
類
型
に
究
局
的
に

は
麟
下
せ
し
め
う
る
や
う
で
あ
っ
て
、
ま
つ
此
の
二
類
型
を
考
察
す
れ
ば
未
開
民
族
の
死
後
生
活
に
驕
す
る
思
想
は
窺
ひ
得
る
と
思
は
れ

る
。
一
の
類
型
は
檬
に
名
づ
け
る
な
ら
ば
生
命
槻
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
類
型
は
人
格
的
．
身
魂
糎
に
稗
ひ
、
入
麺
鶴
的
宗
藪
系

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
暗
】
）

列
に
騰
す
る
。
こ
の
爾
者
が
恩
想
上
罷
別
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ク
イ
ラ
ー
に
も
認
め
ら
れ
、
ヴ
ン
｝
も
他
界
心
念
が
紳
質
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

も
の
で
あ
る
に
曝
し
て
輪
廻
思
想
は
誓
學
的
愚
素
の
産
物
で
山
9
0
る
と
籔
ふ
立
脚
か
ら
鑑
別
し
て
み
る
Q
な
ほ
こ
の
爾
者
は
思
想
構
成
を
異

に
す
る
と
隅
時
に
文
化
系
統
を
異
に
し
て
存
在
し
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　

　
さ
て
他
界
王
手
に
つ
い
て
古
津
問
題
と
さ
れ
て
み
る
の
は
、
他
界
の
在
庭
と
、
他
界
の
性
質
で
あ
る
。
　
（
ハ
ー
バ
ー
｝
．
ス
ペ
ン
サ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ろ
　

ほ
後
上
を
來
世
理
謬
。
普
Φ
塊
濠
。
前
齎
を
他
界
§
o
窪
①
塊
≦
o
覧
α
と
呼
ん
で
み
る
。
）
他
界
の
蝉
茸
と
し
て
は
地
上
の
異
界
、
地
下
の
他
界

臨
月
星
辰
等
の
他
界
、
天
上
の
他
界
、
繭
方
の
他
界
、
等
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
未
開
民
族
の
他
界
は
一
斑
族
一
つ
で
あ
っ
て
、
複
数
他
界

　
　
　
灘
ト
…
蟷
ぎ
癒
掛
澱
す
る
勉
輿
隷
念
の
威
蹴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一



7＆

　
　
　
哲
箪
蕾
究
　
第
購
醒
四
十
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

糊
と
り
わ
け
天
上
地
下
の
封
羅
の
如
き
は
未
開
民
族
に
は
殆
ど
知
ら
れ
ざ
る
も
の
と
さ
れ
て
み
る
。
又
他
界
の
性
質
に
つ
い
て
は
幾
績
の

理
論
o
o
馨
貯
鋸
飴
謬
8
夢
Φ
o
蔓
と
慮
報
の
理
論
吋
Φ
艀
δ
煽
無
。
口
貯
①
o
姥
が
養
母
さ
れ
、
未
開
民
族
の
他
界
は
此
の
世
の
蓮
績
で
あ
っ
て
、
慮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

報
の
他
界
が
宗
教
墾
上
に
出
現
す
る
の
は
死
者
の
書
、
ベ
ー
ダ
、
ア
ベ
ス
タ
、
ユ
ダ
ヤ
で
は
バ
ビ
皿
ニ
ア
置
注
以
後
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
か
く
て
天
上
地
下
を
封
聾
す
る
他
界
親
念
は
一
般
に
丈
山
県
敦
の
所
有
で
あ
り
、
且
現
世
の
道
徳
的
行
爲
の
些
些
が
、
こ
の
分
化
せ
る

他
界
に
於
て
行
は
れ
る
も
の
と
見
ら
れ
て
る
る
の
で
あ
る
。

　
筆
者
は
本
論
で
オ
七
ア
ニ
ア
の
他
界
親
念
に
お
け
る
天
上
地
下
醤
麗
の
民
族
夢
野
を
指
摘
し
、
之
を
精
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
倫
理
的

行
爲
と
の
蓮
關
は
附
加
的
に
被
生
す
る
も
の
で
、
天
上
地
下
の
封
置
が
な
さ
れ
る
の
は
五
情
歴
典
的
事
情
、
陰
野
す
れ
ぽ
民
族
交
錯
、
丈
化

交
錯
に
よ
っ
て
域
浸
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
讃
明
し
度
い
と
思
ふ
。
曾
て
筆
者
は
「
西
方
浮
土
起
源
論
」
を
草
し
、
其
の
申
で
ハ
ー
バ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
等
の
民
族
移
動
に
よ
る
他
界
の
方
位
の
半
里
が
所
謂
西
方
浮
偉
観
に
は
當
は
ま
ら
な
い
こ
と
を
論
じ
た
が
、
天
上
地
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
封
観
す
る
他
界
槻
念
の
域
立
に
つ
い
て
は
ス
ペ
ン
サ
ー
の
民
族
的
移
動
と
征
野
に
よ
る
と
す
る
設
を
支
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Q
但

し
ス
。
ヘ
ン
サ
ー
は
ニ
カ
ラ
グ
ア
等
僅
か
の
費
料
に
よ
っ
て
且
つ
極
め
て
槻
念
的
に
論
ず
る
の
み
で
あ
る
か
ら
、
本
論
に
於
て
は
他
界
親
念

の
資
料
だ
け
で
な
く
、
弔
葬
儀
膿
の
寳
料
を
も
合
せ
考
へ
て
立
論
し
て
見
風
い
と
湾
へ
る
。

（
1
）
　
U
a
〈
ω
O
P
魯
”
》
ロ
ω
霞
巳
鼠
壁
諺
び
。
戦
斜
一
瓢
㊦
9
回
Q
Q
Q
o
ど
H
H
P
鵠
9
く
誇
ρ
諺
．
O
・
…
客
員
鋤
く
⑦

　
M
騨
答
す
欝
鼻
ω
曾
”
℃
急
ヨ
圃
鉱
く
①
℃
p
3
戦
鼠
け
ざ
お
O
ρ
り
鱒
Q
◎
画
1
①

（
2
）
　
↓
覧
。
ぴ
図
・
b
ご
・
韓
℃
ユ
ヨ
帥
賦
く
0
0
巳
裳
触
P
H
Q
◎
謡
”
頃
。
b
∂
1
卜
O
O

（
3
）
薫
彗
辞
≦
“
霊
Φ
ヨ
Φ
艮
の
畠
霞
く
◎
算
⑦
壱
望
。
ぎ
ざ
ひ
q
冨
u
ひ
。
》
島
」
り
目
。
。
輩
O
。
。
ム
回
O

（
4
）
　
↓
覧
。
鴇
”
o
や
。
罫
嵐
．
①
O
山
O
刈

（
5
）
9
象
8
び
野
”
㌘
冒
9
唱
δ
ω
。
騰
ω
。
。
互
£
ざ
頓
跨
巴
．
弘
8
①
り
垣
。
。
。
。
捗

（
6
）
　
6
覧
o
H
”
0
7
0
搾
．
㊤
艀
一
H
O
O

（
【
一
）
　
臨
拙
薪
働
「
顧
H
方
幡
伊
土
起
源
赫
醐
」
龍
谷
山
人
油
糧
塩
繭
集
三
四
五
號
、
　
叢
四
エ
ハ
鍛
辞
（
賭
和
一
一
十
七
・
八
年
）

↓
ユ
σ
Φ
ω
o
h
Q
り
●
国
画
〉
鶴
ω
窪
臨
凶
紗
”
一
〇
〇
画
腿
劇
卜
Ω
℃



（
8
）
留
霧
8
ご
8
り
簿
b
O
。
。
粋
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天
上
地
下
の
封
置
を
最
も
明
瞭
に
見
せ
る
他
界
槻
念
の
所
膚
者
は
ポ
リ
ネ
シ
ア
土
兼
人
で
あ
る
。

　
　
エ
リ
ス
諸
島
の
ナ
ス
メ
ア
島
で
は
死
奮
の
鍵
魂
は
「
若
し
よ
け
れ
ば
」
天
に
あ
る
明
る
く
美
し
い
水
の
囲
へ
行
く
が
、
　
「
若
し
悪
け
れ

ば
」
泥
と
暗
黒
へ
鉢
3
5
ら
れ
る
と
す
る
。
然
し
こ
N
に
善
と
言
ふ
の
は
里
門
4
3
の
友
人
が
大
葬
宴
を
死
轡
の
爲
に
行
っ
た
こ
と
を
意
味
し
、
悪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ヨ
　

と
は
吝
な
思
人
が
死
者
の
爲
に
何
も
行
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
言
ふ
。
｝
ン
が
島
葉
方
の
ニ
ウ
エ
島
人
の
他
界
槻
念
に

　
つ
い
て
は
二
三
の
報
告
が
あ
る
が
、
ト
ム
プ
ソ
ン
に
よ
れ
ば
徳
あ
る
者
は
永
劫
の
光
の
國
》
7
0
切
麟
◎
に
行
き
、
悪
を
爲
せ
る
者
は
暗
の
國

勺
。
に
行
く
と
言
ふ
Q
徳
と
は
親
切
、
貞
節
、
他
都
議
か
ら
の
窃
盗
、
敵
の
殺
磯
で
あ
一
3
、
悪
と
は
同
族
か
ら
の
窃
盗
、
公
衆
意
見
や
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　

ブ
ー
の
破
侵
、
卑
怯
、
千
和
時
の
殺
人
で
あ
る
。
℃
o
に
於
て
鍵
魂
が
何
を
な
す
か
を
推
測
す
る
程
勇
敢
な
蔚
は
み
な
い
と
言
ふ
。
　
ス
ミ

ス
の
資
料
に
よ
る
と
ニ
ウ
エ
島
人
は
死
蔚
の
獲
苦
口
鵬
帥
弓
懸
簿
の
存
績
を
信
じ
、
善
入
は
諺
『
o
ぴ
9
2
0
節
又
は
》
び
。
昌
。
簿
に
行
き
、
悪

人
は
℃
o
に
行
く
と
す
る
Q
勺
。
は
他
の
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
の
℃
o
と
同
じ
く
、
夜
の
暗
黒
を
意
味
す
る
が
、
夕
陽
の
方
向
に
あ
る
と
し
て

・
み
る
。
又
ス
ミ
ス
は
天
國
の
他
の
名
と
し
て
罎
。
魯
守
即
国
構
麟
（
ヒ
ナ
の
島
）
を
摯
げ
、
》
げ
。
拶
。
ざ
δ
瓢
と
は
別
の
第
こ
の
天
で
あ
る
と
す

　
　
り
ごる
Q
タ
ー
ナ
ー
は
ニ
ウ
エ
島
人
の
他
界
と
し
て
地
下
界
冨
効
9
と
天
に
あ
る
Q
っ
貯
節
の
國
を
畢
げ
て
る
る
Q
ω
亭
主
。
の
國
に
は
夜
は
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヰ
　

永
久
に
光
と
詫
が
あ
る
と
言
ふ
Q
資
料
に
藩
干
の
猷
入
が
あ
り
、
特
に
ス
ミ
ス
の
資
料
で
は
天
に
二
天
。
が
あ
る
こ
と
、
℃
O
が
西
方
に
あ

る
こ
と
が
指
摘
せ
ら
れ
て
る
て
興
味
が
あ
る
が
、
℃
o
の
比
較
研
究
士
．
か
ら
は
元
來
地
下
で
、
之
が
太
陽
と
の
關
係
又
は
民
族
移
動
の
記

憶
に
よ
っ
て
西
方
と
せ
ら
れ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

　
　
マ
ニ
ヒ
キ
島
で
は
首
長
等
は
死
後
天
圓
へ
行
き
、
電
光
、
倒
懸
を
照
る
と
せ
ら
れ
て
お
り
、
一
般
人
は
東
方
に
あ
る
℃
o
細
富
へ
行
く

と
せ
ら
れ
る
。
℃
o
隔
繰
節
は
歌
と
享
樂
の
國
で
あ
る
が
食
物
は
な
い
と
言
ふ
。
皆
労
は
サ
モ
ア
で
は
雨
着
の
繁
魂
の
集
ま
る
と
こ
ろ
を
意

　
　
　
　
．
灰
烹
耀
ぎ
を
鰐
鮒
す
る
飽
舞
凝
意
の
識
庶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
～
一
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哲
樺
繊
究
　
第
顛
厩
臨
十
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨

調
し
、
ト
ン
ガ
で
は
げ
忌
δ
げ
糞
δ
は
紬
既
節
の
轄
託
で
、
悪
臭
の
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
從
っ
て
勺
。
鼠
壁
は
死
縷
の
集
る
℃
o
又
は
匂
ひ

悪
き
ぎ
。
を
藻
す
る
磯
際
元
帯
地
下
界
の
勺
。
で
あ
っ
て
・
之
が
何
等
か
の
理
由
に
よ
っ
て
東
方
に
嚢
せ
ら
れ
た
と
見
う
る
・

　
ソ
サ
エ
テ
ィ
諸
島
で
は
死
に
よ
っ
て
肉
盤
を
離
れ
た
露
魂
は
他
の
精
窪
に
捕
へ
ら
れ
夜
の
國
に
し
て
淋
λ
の
姦
智
で
も
あ
る
℃
o
に
つ

れ
て
行
か
れ
る
と
す
る
。
　
℃
o
で
は
鍵
魂
は
徐
々
に
二
等
に
食
は
れ
る
。
　
℃
o
は
憐
れ
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
叉
天
界
槻
念
が
あ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　

開
0
9
窯
出
o
p
。
護
。
鋤
と
呼
ば
れ
る
Q
香
り
よ
き
菊
。
げ
9
償
の
意
で
あ
る
（
因
。
げ
暮
賃
ぱ
℃
巳
。
ε
の
タ
ヒ
チ
風
の
褒
↓
青
で
あ
る
と
言
ふ
）
。

極
め
て
美
し
い
庭
で
、
察
氣
は
健
康
に
よ
・
＼
嘉
酒
も
豊
か
で
香
氣
が
高
く
、
い
つ
も
美
し
い
花
が
喚
い
て
み
る
。
食
物
は
…
豊
か
で
短
し
み

が
多
い
。
こ
の
天
測
に
は
ア
レ
オ
イ
結
祉
の
者
が
行
く
。
℃
o
の
悲
惨
か
、
開
。
げ
口
息
出
。
節
謬
。
田
の
享
樂
か
を
決
定
す
る
の
は
死
者
生
前
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

道
徳
的
行
爲
で
な
・
＼
紳
の
不
快
に
見
舞
は
れ
る
唯
一
の
罪
悪
は
儀
禮
の
等
…
閑
、
供
物
の
閉
…
却
で
あ
る
と
言
ふ
。
タ
ヒ
チ
で
は
図
。
ロ
簿
率

謬
0
9
。
p
o
鍛
は
ラ
イ
ア
テ
ア
の
高
山
の
上
の
室
申
に
あ
る
が
、
人
間
の
目
に
は
見
え
な
い
。
そ
れ
は
七
層
を
な
し
て
お
り
、
　
「
タ
ネ
の
ロ
」

（
光
の
入
り
謬
る
入
廷
の
意
）
と
呼
ば
れ
る
最
上
天
に
は
8
舞
塊
。
①
が
住
み
他
の
諸
天
の
紳
汝
を
統
率
す
る
と
さ
れ
る
。
　
一
般
人
の
盤

魂
の
行
く
勺
。
に
は
一
種
の
至
宝
」
界
が
あ
っ
て
、
こ
x
で
錐
魂
の
罪
や
無
賢
が
決
定
せ
ら
れ
る
。
罰
と
し
て
行
は
れ
る
の
は
肉
を
骨
か
ら

創
り
取
る
こ
と
で
あ
る
。
か
く
し
て
浄
め
ら
れ
た
繍
皿
魂
は
、
勺
。
へ
行
く
が
、
男
。
は
決
し
て
嫌
な
恐
ろ
し
い
と
こ
ろ
で
は
な
い
◎
勺
。
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

死
者
の
領
漁
で
あ
っ
て
、
親
戚
知
己
に
奪
　
ふ
こ
と
が
出
來
る
と
言
ふ
Q

　
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
諸
島
の
一
、
ン
ガ
イ
ア
で
は
死
嬢
は
廣
い
下
界
諺
く
鉱
ぼ
に
行
く
と
し
て
み
る
。
φ
〈
臨
濠
は
島
の
直
下
に
あ
り
、
死
嬢
の

住
庭
た
る
と
共
に
女
淋
鼠
片
ロ
を
は
じ
め
融
製
の
住
職
で
も
あ
り
、
こ
x
で
結
婚
し
、
出
産
し
、
喧
嘩
す
る
こ
と
こ
の
世
の
如
く
で
あ

り
、
む
し
ろ
あ
の
世
の
模
倣
と
し
て
こ
の
世
が
出
來
た
の
で
あ
る
と
す
る
Q
地
下
界
に
死
整
が
下
る
の
は
冬
至
夏
至
の
二
同
で
、
夕
陽
の

光
跡
に
つ
い
て
下
る
と
す
る
興
昧
あ
る
槻
念
も
報
ぜ
ら
れ
て
る
る
。
　
一
方
戦
死
し
た
職
士
は
最
初
に
戦
死
し
た
職
士
が
伸
聞
の
死
斑
を
夕

陽
に
．
画
す
る
あ
る
地
黙
に
集
め
て
み
る
と
突
撚
足
許
に
山
が
玄
奥
、
青
察
に
飛
び
上
り
、
冬
の
乾
期
の
特
殊
な
雲
に
な
り
、
雨
期
申
は
職

士
の
天
國
弓
冨
三
叉
は
勺
。
Φ
℃
o
Φ
に
上
る
こ
と
が
で
き
る
と
云
ふ
。
天
國
は
幸
編
の
國
で
、
一
論
で
は
題
詠
に
な
っ
た
硬
、
石
の
青
い
丸
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ハ
　
　

天
井
を
持
つ
と
言
ふ
。
天
國
に
お
け
る
駿
寄
算
の
死
整
は
不
死
で
》
〈
巴
賦
に
あ
る
憐
れ
な
集
魂
を
見
下
す
Q
　
嗣
諸
島
の
ア
イ
ツ
〃
キ

の
下
界
］
≦
搾
q
の
國
と
、
↓
償
閑
糞
。
皆
2
。
8
2
。
と
言
ふ
善
事
の
保
護
下
に
あ
る
｛
〈
黛
。
と
呼
ば
れ
る
「
よ
い
土
地
」
も
天
上
地
下
の
旧
蹟
で
あ

　
　
　
　
　
　
ら
の
ね

ら
う
と
思
は
れ
る
。

　
マ
ル
ケ
サ
ス
諸
島
人
は
死
餓
の
行
く
あ
の
世
に
就
て
、
天
と
麟
簿
く
鼠
鳴
と
呼
ば
れ
る
地
下
界
の
軽
種
の
思
念
を
持
っ
て
る
る
。
こ
の

申
の
何
れ
に
行
く
か
は
死
者
の
犯
し
た
行
爲
の
道
徳
的
審
判
に
よ
っ
て
決
る
の
で
な
く
、
此
の
世
に
於
け
る
華
華
階
級
に
よ
っ
て
決
る
と

さ
れ
る
。
邸
ち
上
流
階
級
の
死
蜷
は
天
に
行
き
、
一
般
人
の
死
鍍
は
地
下
へ
行
く
の
で
あ
．
る
Q
天
は
王
紘
の
淋
汝
、
産
褥
死
を
途
げ
た
女
、

…職

?
し
た
臨
戦
士
、
自
殺
者
及
び
特
に
貴
族
の
死
施
の
住
嘘
で
あ
る
Q
天
國
は
幸
鵬
の
國
で
あ
り
、
食
物
が
豊
富
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
想
像

に
絶
す
る
美
入
の
作
声
が
得
ら
れ
る
Q
墨
壷
建
は
ヌ
カ
ヒ
バ
島
産
の
鑓
よ
り
も
美
麗
な
莚
に
坐
し
、
毎
日
コ
・
ナ
ツ
油
で
浴
す
る
Q
そ
こ

で
は
又
優
れ
た
心
馳
や
豚
の
牙
、
抹
香
鯨
の
歯
が
得
ら
れ
る
9
一
方
早
舞
に
は
第
二
次
的
諸
紳
と
一
般
の
死
鍵
が
住
む
。
然
し
そ
れ
は
悲

惨
な
國
で
も
煉
獄
で
も
、
懲
罰
の
國
で
も
な
く
、
年
構
に
、
天
喜
も
地
下
界
も
こ
の
世
よ
り
は
よ
い
と
こ
ろ
と
さ
れ
る
。
天
趣
へ
行
く
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ね

舟
で
族
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
さ
れ
る
。
ハ
ン
デ
ィ
に
よ
る
と
天
は
七
層
と
も
四
層
と
も
三
鼎
と
も
言
ひ
、
地
下
は
三
贋
で
最
下
暦
は

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
に
ヒ

殊
に
快
適
で
あ
る
と
雷
ふ
Q

　
ポ
ー
モ
ツ
諸
島
の
他
界
槻
念
に
つ
い
て
は
ン
ァ
ン
ガ
タ
ウ
及
び
タ
コ
｝
か
ら
取
材
し
た
モ
ン
テ
ィ
ト
ン
に
よ
る
と
、
量
器
が
牽
牛
か
ら

離
れ
る
と
盛
魂
は
一
一
ら
の
轟
々
の
場
庭
を
指
定
せ
ら
れ
る
。
　
そ
の
何
れ
に
行
く
か
は
こ
の
泄
に
於
け
る
就
愈
的
地
位
と
道
徳
下
行
爲
に

よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
。
典
の
第
一
は
℃
黛
。
毒
心
コ
か
窺
一
す
な
は
ち
天
國
で
あ
る
。
聯
汝
の
集
ふ
と
こ
ろ
で
あ
り
、
特
に
塘
敢
な
戦
士
、
貴

族
及
び
地
上
に
於
て
張
力
で
あ
っ
た
者
の
土
魂
が
住
む
。
第
二
は
図
。
醤
。
居
賞
や
。
と
言
ふ
地
下
界
で
あ
っ
て
、
　
救
ひ
淋
日
鋤
ヨ
鋤
の
言
を

聞
き
之
を
蓮
守
し
た
善
良
な
一
般
人
の
整
魂
の
往
虞
で
あ
る
Q
其
庭
で
は
患
ひ
も
勢
働
も
病
氣
も
な
く
、
各
種
の
食
物
が
豊
か
で
、
死
鰻

は
遊
山
を
し
た
り
、
輪
欲
を
毒
し
た
り
、
舞
踏
を
し
た
り
し
て
み
る
の
み
で
あ
る
。
第
三
の
他
界
は
泥
沼
で
あ
っ
て
、
不
信
の
爲
に
タ
マ

が
救
ふ
こ
と
が
で
き
な
い
、
叉
は
救
ひ
た
が
ら
な
い
鍍
魂
の
落
ち
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
露
盤
は
窃
盗
、
淫
逸
、
殺
人
、
食
入
よ
り
も
褒
に

　
　
　
沢
王
地
下
な
難
罪
す
る
麓
界
灘
念
の
威
庶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
烈
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哲
學
醗
究
　
第
四
宵
四
や
八
號
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

｝患

ﾅ
あ
る
と
考
へ
ら
れ
て
る
る
。
勺
訟
δ
壇
鋤
騰
沁
ご
忠
心
と
国
。
騨
。
『
二
〇
〇
は
そ
ん
な
に
離
れ
て
お
ら
ず
需
煕
瀞
儲
は
班
田
易
…
に
ふ
父
｝
適
が
出
來
、
隼
…
會
等
に
は

　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　

一
績
に
集
る
と
言
ふ
Q

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ー
3
の
一
，
オ
リ
族
の
他
界
親
念
に
は
激
種
あ
る
や
う
で
あ
る
Q
第
一
は
あ
の
世
が
天
に
あ
る
と
言
ふ
見
方
で
あ
る
。
タ

ナ
ラ
キ
と
言
ふ
虞
で
、
あ
る
首
長
の
息
子
が
死
ん
だ
時
、
小
さ
い
痢
拳
に
ク
ロ
芋
を
握
ら
せ
て
首
長
の
家
の
中
に
埋
葬
さ
れ
、
奨
の
上
に
板

を
お
い
て
家
族
が
疲
、
姥
燈
が
十
分
腐
敗
し
た
時
に
．
彼
等
は
之
を
掘
細
し
て
風
1
1
を
磨
き
、
之
を
廊
下
に
か
け
て
、
時
々
司
祭
が
躯
魂
の
昇
天

を
助
け
る
所
禧
を
あ
げ
た
。
各
所
醇
が
死
鰹
を
一
段
つ
つ
幸
輻
の
國
へ
昇
ら
せ
る
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
昇
天
は
長
族
で
、
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ほ
　

は
十
層
に
重
な
っ
て
み
る
と
さ
れ
る
。
死
者
の
酌
親
は
若
し
小
さ
い
者
が
天
に
行
っ
て
し
ま
ふ
な
ら
ば
何
故
ク
ロ
芋
を
持
た
せ
る
の
か
と

尋
ね
ら
れ
た
時
、
彼
等
は
「
天
に
行
く
の
か
地
下
に
行
く
の
か
判
ら
な
い
Q
だ
か
ら
用
意
の
爲
だ
：
」
と
答
へ
た
と
言
ふ
。
子
供
で
あ
っ
た

爲
に
こ
の
様
な
葬
法
が
取
ら
れ
、
且
地
下
へ
行
く
か
も
知
れ
ぬ
、
」
懸
念
さ
れ
た
の
か
と
思
は
、
れ
る
が
、
　
一
般
に
は
首
長
や
司
祭
は
紳
の
後

蕎
と
考
へ
ら
れ
、
死
に
際
し
て
彼
等
の
晃
魂
は
天
に
昇
り
、
天
で
永
劫
の
生
活
を
馨
む
も
の
と
さ
れ
、
且
呪
丈
に
よ
っ
た
り
、
澤
雀
の
朋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
め
　

根
を
用
ひ
て
鍵
魂
の
昇
天
を
離
物
し
た
り
す
る
Q
天
は
十
二
閃
よ
り
域
る
と
す
る
詮
も
あ
る
Q
然
し
マ
オ
リ
族
に
は
地
下
界
を
他
界
と
見

る
信
仰
も
あ
り
、
此
の
信
仰
が
”
、
オ
リ
族
に
於
け
る
一
般
的
な
信
仰
で
あ
る
。
地
下
爆
は
勺
。
と
も
呼
ば
れ
、
幻
①
冒
ゆ
q
鱒
と
も
呼
ば
れ
る
。
ポ

ー
は
夜
又
は
原
始
的
暗
黒
を
嶽
些
し
、
劉
①
ぎ
鷺
は
他
界
そ
の
も
の
を
】
冒
ふ
よ
り
も
鮮
血
が
こ
の
翫
に
別
離
を
告
げ
、
遙
か
な
國
へ
出
搬

す
る
飛
び
場
を
意
味
す
る
。
雄
魂
は
水
中
に
飛
び
込
ん
で
下
界
に
到
制
す
る
と
峠
．
口
ふ
Q
　
一
論
に
よ
れ
ば
天
は
昇
る
に
從
っ
て
一
毫
毎
に
美

し
か
、
ご
を
乱
し
、
地
下
は
降
る
に
從
っ
て
、
賑
く
恐
ろ
し
く
な
り
、
串
躍
魂
は
光
と
食
事
と
を
奪
は
れ
て
憔
碧
し
、
終
に
は
存
在
し
な
く
な
る
と

昌．　

福
ﾓ
。
叉
一
管
に
よ
れ
ば
壁
塗
は
蝿
と
な
っ
て
此
の
…
世
に
蹄
り
、
再
び
死
ん
で
党
に
潟
滅
す
る
が
、
こ
の
5
5
・
う
な
悲
惨
な
最
後
を
途
げ
る

の
は
一
般
人
の
嬢
魂
の
み
で
、
首
長
や
司
祭
は
昇
天
し
て
永
劫
の
生
活
な
掴
む
と
言
ぷ
。
然
し
叉
他
の
報
告
は
下
界
を
も
つ
と
美
し
く
描

い
て
み
る
。
下
界
の
生
活
は
こ
の
世
と
酷
聾
す
る
が
、
こ
の
縫
よ
り
は
よ
い
こ
と
が
多
い
。
死
鍵
の
常
食
は
賢
聖
で
、
而
も
上
質
で
あ
る

　
り
　
へ
め
　

と
呂
彊
ふ
o
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東
部
．
ポ
リ
、
不
シ
ア
で
地
下
界
を
示
識
婁
漫
語
と
し
て
最
も
慶
い
分
布
を
示
す
の
は
℃
o
で
あ
る
。
そ
の
世
界
の
支
配
脅
と
見
ら
れ
て
る
る

の
は
女
童
、
、
、
ル
冨
一
二
で
あ
る
の
が
面
通
で
あ
る
Q
　
ハ
ワ
イ
の
下
界
が
ミ
ル
の
國
と
さ
れ
る
の
は
こ
の
階
名
に
よ
る
り
　
ン
幽
魂
は
諺
。

（
光
）
に
封
置
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
上
界
が
紫
野
⑦
助
の
國
と
さ
れ
る
の
は
主
要
紳
を
一
般
に
》
9
簿
と
呼
ぶ
こ
と
の
ハ
ワ
イ
証
で
あ

る
◎
　
岡
ρ
H
騨
◎
は
上
界
の
至
上
聯
で
あ
り
、
ニ
ウ
エ
島
で
上
界
が
＞
7
0
び
。
δ
δ
辞
》
げ
。
β
o
簿
と
呼
ば
れ
る
の
も
二
の
紳
名
に
よ
る
と
思

は
れ
る
Q
ア
イ
ツ
タ
キ
の
国
く
鋤
も
擬
傷
り
で
あ
ら
う
。
塗
抹
昌
賦
は
天
の
入
絡
化
と
し
て
の
紳
で
も
あ
り
、
又
天
そ
の
も
の
を
も
意
濁
し
て

み
る
。
↓
讐
①
な
る
署
名
の
現
は
れ
る
の
は
天
の
光
の
人
絡
化
で
あ
り
康
平
が
ラ
皿
ト
ン
ガ
等
で
萬
義
す
る
が
、
8
き
Φ
の
生
産
力
の

入
馴
化
で
あ
る
。
天
上
界
の
名
稻
と
し
て
ニ
ウ
エ
島
な
ど
に
現
は
れ
る
鑑
§
”
白
Q
ヨ
”
は
冗
來
は
月
淋
を
意
瞭
訴
，
る
．
、
天
上
界
に
測
造
淋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
玲
）

↓
帥
5
9
Q
鋤
8
塑
↓
鋤
鶏
O
鋤
が
現
は
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
之
は
分
布
も
せ
ま
く
、
ポ
リ
ネ
三
ノ
に
敷
っ
て
は
後
期
の
文
化
の
波
で
あ
る
Q

　
（
1
）
　
↓
⊆
鴨
欝
Φ
さ
O
∴
G
り
騨
讐
0
9
瞬
G
o
G
G
輪
”
績
Φ
悼
瞥

　
（
2
）
　
↓
げ
。
讐
”
ロ
ワ
o
P
ご
ご
．
獣
∴
ω
即
く
紳
σ
q
o
囲
。
9
一
㊤
づ
9
お
O
N
⑩
．
脚
乙
鴇
閃
》
剛
渥
隣
惹
・
一
ω
り

　
（
3
）
　
ω
ヨ
答
7
℃
9
0
・
”
句
・
℃
・
q
Q
・
μ
ゆ
磁

　
（
4
4
　
↓
ド
簿
コ
①
冠
一
〇
℃
．
0
搾
．
ω
O
①

（
5
）
　
≦
臨
嵩
p
ヨ
。
。
o
P
菊
・
≦
●
”
O
o
ω
ヨ
凶
。
俸
雷
雲
お
凶
。
¢
ω
じ
σ
o
認
Φ
隔
O
h
O
①
導
戦
闘
憎
。
ぞ
質
ゆ
ω
貯
矯
同
ど
H
O
G
Q
⊆
◎
鳩
H
O
恥

（
6
）
暴
罎
§
ω
。
資
。
や
g
け
」
酬
。
。
蕊

（
7
）
畏
β
≦
●
る
・
誓
量
・
・
開
Φ
。
。
Φ
・
乙
ポ
ピ
ω
①
監
・

（
8
）
　
譲
＝
口
壁
B
ω
O
謬
”
O
や
O
凶
r
ド
Q
Q
①
H
瞥
ζ
Q
O
c
Q
憾

（
9
）
o
崔
≦
・
騨
言
饗
冨
露
。
。
。
薦
。
。
し
窃
鍍
黛

（
1
0
）
　
○
鵠
一
芝
」
”
O
や
O
搾
・
℃
や
岡
団
群
3
1
q

（
1
1
）
　
煽
吋
p
N
Φ
斜
い
O
∴
じ
ご
O
嵩
竃
凶
昌
H
ヨ
ヨ
O
詳
鉱
は
雛
凱
・
ω
①
ら
Q
一
Φ

（
1
2
）
　
鵠
ρ
β
創
ざ
国
●
ω
●
O
．
”
℃
O
ぞ
潟
。
①
剛
獅
P
幻
Φ
嵩
α
q
δ
ジ
H
Φ
卜
ρ
Q
Q
”
圃
㎝
一
圃
刈

（
3
玉
）
　
竃
O
二
二
け
o
P
》
・
”
い
0
ω
℃
ρ
ニ
ヨ
◎
汁
◎
鐸
ω
℃
ぴ
の
o
o
窯
圃
ω
ω
卿
O
昌
O
簿
ザ
9
剛
遼
賃
Φ
ω
℃
＜
酬
H
◎
Q
刈
傘
ω
α
α
排
層
く
一
翼
㌶
日
ω
O
鐸
”
o
P
島
礎
巖
・
刈
b
⊃
鴎
・

，
（
掴
）
　
閃
戦
節
麟
Φ
噌
”
O
騨
O
犀
。
目
．
H
ゲ
H
ω

　
　
　
獣
く
ト
～
鰭
下
な
欝
澱
す
る
傭
…
界
辮
拠
か
鞭
の
識
醸
庶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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暫
撒
研
究
　
第
総
．
檎
㈱
十
八
號

（
5
1
）
　
鶯
”
◎
ロ
●
2
ρ
外
δ
⑩

（
1
6
）
　
鴇
ρ
⇒
山
団
鱒
O
ワ
9
酢
●
刈
Φ

（
1
7
）
　
男
戦
9
N
o
駐
◎
ワ
9
酢
・
目
鱒
8
曾

（
1
8
）
　
地
下
に
も
十
聴
あ
り
圭
の
四
履
は
夜
の
大
女
憩
、

　
　
o
罫
δ

（
1
9
）
　
鴇
餌
P
山
嘱
”
O
Ψ
6
謬
．
ω
お
り
魯
ρ

八

次
の
蕊
口
贋
は
カ
O
げ
0
り
一
ト
の
三
μ
慰
は
蜜
マ
鐸
が
仏
陀
め
う
と
す
る
報
炉
買
も
あ
る
。
　
麟
麟
昭
島
嗜
”
O
冒
陰

二

　
以
上
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
の
他
界
欝
欝
の
申
で
、
天
上
地
下
の
勤
置
が
比
較
的
明
瞭
な
一
〇
程
の
纂
例
を
紹
介
し
た
G
ポ
リ
ネ
シ
ア
に
も
地

下．

E
の
み
を
他
界
と
認
め
て
み
る
観
も
、
ロ
ー
り
一
の
報
ず
る
ト
ン
ガ
島
入
、
エ
リ
ス
諸
島
の
ヌ
ク
フ
エ
タ
ウ
、
ハ
ワ
，
4
等
に
見
ら
れ
、
叉

天
の
み
を
伽
　
界
と
し
て
み
る
例
に
は
テ
イ
コ
ピ
ア
、
エ
リ
ス
諸
島
の
メ
ク
ラ
エ
ラ
エ
、
同
じ
く
ニ
ウ
タ
オ
、
ヴ
ァ
イ
ツ
プ
の
例
も
あ
9
、
移

動
簿
詮
に
伸
っ
て
の
西
方
共
の
他
の
方
角
に
他
界
が
表
象
せ
ら
れ
る
場
合
、
地
下
と
爾
方
－
・
し
習
干
す
る
場
合
な
ど
も
あ
っ
て
、
ポ
リ
ネ
シ

ア
入
の
他
界
槻
念
そ
の
も
の
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
れ
ば
、
更
に
養
料
も
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
例
へ
ば
西
方
の
如
き
は
ポ
リ
ネ
シ

ア
の
あ
る
地
芝
撃
て
は
襲
9
喜
匂
・
帥
6
が
地
下
と
同
醤
西
方
を
至
当
す
る
馨
が
あ
躰
・
．
勝
っ
て
墾
暑
が
西
方
と
し
て
み

て
も
事
賢
は
地
下
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
叉
ポ
リ
ネ
シ
ア
で
は
父
組
出
自
の
地
は
西
方
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
紳
話
的
に
は
原
始
的

暗
黒
か
ら
進
化
し
た
と
の
思
念
も
あ
っ
て
、
地
下
と
西
方
の
混
含
が
行
は
れ
得
た
の
で
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
の
主
要
な
他
界
は
天
上
と
地
下

で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

　
ポ
リ
ネ
シ
ア
に
於
て
天
上
と
地
下
と
が
封
概
を
せ
ら
れ
る
場
合
、
ま
つ
第
一
に
問
題
と
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
誰
が
ど
の
他
界
へ

行
く
か
の
間
題
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。

　
現
代
人
の
常
識
た
る
天
國
と
地
獄
と
の
封
置
に
於
て
は
、
善
人
は
天
陽
へ
、
悪
人
は
地
獄
へ
と
考
へ
ら
れ
て
る
る
。
換
言
す
れ
ば
生
前
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の
道
徳
的
行
爲
が
他
界
へ
の
入
曽
の
糠
件
と
な
り
、
他
界
に
於
て
は
こ
の
糠
の
慮
報
が
行
ば
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
み
る
。
然
し
ポ
リ
ネ
シ

ア
に
於
て
は
死
者
の
懸
命
の
最
大
の
決
定
原
因
は
、
外
な
ら
ぬ
死
者
の
生
前
の
耽
會
的
地
位
で
あ
り
、
祉
會
階
級
な
の
で
あ
る
。

　
マ
ニ
ヒ
キ
島
で
は
天
界
に
行
く
の
は
首
長
の
死
讐
で
あ
り
、
℃
o
曲
角
飴
へ
行
く
の
は
日
管
見
で
あ
る
。
ハ
ー
ヴ
ェ
，
彗
諸
島
の
マ
ン
ガ
イ

ア
で
は
↓
貯
帥
ユ
乃
蚕
℃
o
Φ
男
。
Φ
と
呼
ば
れ
る
天
上
界
へ
行
く
の
は
験
士
で
あ
り
、
一
般
人
は
地
下
な
る
》
〈
勘
ぼ
へ
行
く
と
さ
れ
て

み
る
。
マ
ル
ケ
サ
ス
諸
島
で
も
天
上
界
へ
行
く
の
は
上
流
融
會
の
饗
、
産
．
褥
死
を
と
げ
た
者
、
職
死
者
及
び
自
殺
者
で
あ
る
Q
ポ
ー
モ
ツ

諸
島
で
は
勇
敢
な
る
駿
士
、
張
者
及
び
貴
族
は
憎
鋤
臆
鋤
騰
拶
誹
α
q
一
な
る
極
樂
に
行
く
し
、
善
良
な
る
一
般
人
は
地
下
な
る
囚
。
評
。
鴇
離
℃
o
へ
行

く
と
し
て
み
る
。
”
、
オ
リ
族
で
も
天
上
界
へ
行
く
の
は
首
長
や
司
祭
の
死
鍵
で
あ
る
。
ソ
サ
エ
テ
ィ
諸
島
で
は
菊
。
ぴ
彪
皇
軍
。
碧
。
軸
な
る

上
界
へ
行
く
の
は
ア
レ
オ
イ
膨
隆
の
も
の
、
首
長
及
び
其
の
筆
入
達
で
あ
っ
て
一
般
人
は
勺
。
へ
行
く
も
の
と
さ
れ
て
み
る
。
（
上
記
の

事
傍
参
照
）

　
ハ
ワ
イ
の
他
界
魏
念
に
就
て
は
先
に
華
げ
な
か
っ
た
が
、
ハ
ワ
イ
で
は
ア
ケ
ア
の
國
と
ミ
ル
の
國
を
共
に
地
下
界
と
す
る
者
と
、
ア
ケ

ア
の
國
を
上
界
、
ミ
ル
の
國
な
下
界
と
す
る
者
と
が
あ
る
が
、
死
後
前
者
へ
行
く
の
は
首
長
等
で
あ
り
、
一
般
人
は
後
者
へ
行
く
と
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
コ
　

て
る
る
の
で
あ
る
。
術
こ
の
外
に
天
上
地
下
で
は
な
い
け
れ
ど
も
貴
族
と
勲
位
と
が
死
後
の
運
命
を
異
に
す
る
と
の
報
告
は
他
に
も
い
く

つ
か
あ
る
。
例
へ
ば
ヅ
ラ
ウ
ン
の
サ
モ
ア
諸
島
人
に
賑
す
る
報
告
に
よ
れ
ば
、
彼
等
の
他
界
は
何
れ
も
ω
八
三
－
澄
Φ
と
呼
ば
れ
る
地
下
界

と
さ
れ
る
が
、
其
の
地
下
界
に
は
一
種
の
麗
灘
が
あ
り
、
又
地
下
界
へ
入
る
穴
は
貴
族
と
不
民
と
で
別
で
あ
る
。
貴
族
の
穴
か
ら
入
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ご

℃
三
〇
葺
へ
行
き
、
干
民
の
穴
か
ら
入
る
と
げ
琶
β
β
o
切
。
飴
へ
行
く
と
言
ふ
。
ス
テ
ア
に
よ
る
一
・
し
千
民
の
穴
か
ら
入
っ
た
と
こ
ろ
が
ω
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

軍
富
①
で
あ
る
と
も
言
ふ
か
ら
、
允
來
は
こ
エ
で
も
剛
三
〇
宕
の
天
上
界
と
Q
Q
甲
す
冷
⑦
の
地
下
界
が
封
置
さ
れ
、
そ
れ
が
貴
族
と
三

民
に
削
置
せ
ら
れ
て
る
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
　
ハ
ン
デ
ィ
は
サ
モ
ア
島
人
に
は
八
燈
、
九
層
、
十
層
の
天
界
槻
念
が
あ
り
、
爾
汝
や
…
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ほ
　

長
の
鍵
魂
の
鶴
所
で
あ
る
と
述
べ
て
み
る
。
最
も
極
端
な
の
は
ト
ン
ガ
島
人
の
場
合
で
あ
っ
て
、
”
、
リ
ナ
ー
に
よ
る
と
貴
族
の
串
躍
魂
は
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

後
も
存
讃
し
て
切
9
0
8
0
に
行
く
と
す
る
が
、
…
干
民
の
㌫
M
魂
は
死
と
共
に
典
の
存
巌
を
終
る
と
信
ぜ
ら
れ
て
る
る
と
欝
ふ
。
但
し
粟
の
他

　
　
　
天
ゑ
蟻
下
を
澱
鍛
す
る
他
界
翻
瓢
念
の
轟
媒
窯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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哲
學
欝
究
　
第
二
鐸
四
十
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

界
の
雅
虞
は
資
料
に
よ
っ
て
或
者
は
北
箇
に
あ
り
と
し
、
あ
る
潜
は
集
方
に
あ
り
と
し
て
み
る
9

　
他
界
の
名
総
の
峠
、
い
語
系
統
を
同
じ
く
し
な
が
ら
在
虞
を
異
に
し
た
り
、
或
は
在
露
を
動
じ
く
し
た
が
ら
親
愛
を
異
に
し
た
り
す
る
黙
に

就
て
は
、
術
鏡
面
學
的
研
究
も
進
め
、
文
台
混
合
の
糠
態
に
就
て
も
魚
鋤
を
進
め
ね
ば
な
ら
ぬ
け
れ
ど
も
、
今
こ
エ
の
直
接
の
問
題
と
す

る
天
上
界
と
地
下
界
へ
の
入
園
の
除
件
は
ポ
リ
ネ
シ
ア
に
於
て
は
罐
倒
的
に
仁
義
各
級
に
結
合
し
て
み
る
こ
と
が
渋
る
の
で
あ
る
。
首
長

と
貴
族
、
瞳
に
は
司
祭
が
之
に
葡
へ
ら
れ
て
る
る
こ
と
も
あ
る
Q
司
祭
は
上
流
階
級
に
厨
す
る
が
、
時
に
は
首
長
が
詞
．
隠
に
司
祭
で
あ
る

こ
と
も
あ
る
。
瓢
一
個
の
島
に
於
て
は
天
國
に
入
る
爲
の
資
格
と
し
て
職
士
た
る
こ
と
一
か
選
・
げ
ら
れ
て
る
る
Q
プ
ロ
ト
ン
ガ
で
は
験
士
は

恥
く
皆
殺
に
行
き
う
る
が
、
　
　
般
人
は
下
界
に
行
っ
て
紳
に
食
は
れ
て
し
ま
ふ
と
昌
、
．
獅
ふ
。
　
ニ
カ
エ
島
で
も
敵
の
投
機
は
永
劫
の
光
の
囲

諺
げ
。
謬
簿
に
入
る
爲
の
訴
件
と
な
る
し
、
　
”
、
ル
ケ
サ
ス
諸
島
で
も
賊
死
者
は
天
に
行
き
う
る
。
ポ
ー
モ
ツ
諸
島
で
は
勇
敢
な
る
戦
士
や
強

者
は
貴
族
と
共
に
娼
9
。
毒
鎚
髭
陣
に
行
く
と
す
る
。
フ
ォ
ツ
ナ
搬
入
の
磯
，
鵬
の
園
の
在
虞
は
明
確
で
は
な
い
が
、
職
に
於
て
平
様
を
示
す
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
じ

の
、
國
の
爲
に
血
な
流
す
者
、
就
中
戦
場
に
起
て
最
初
に
討
死
し
た
音
は
親
仁
の
瞬
に
行
き
う
る
と
し
て
み
る
。
若
し
も
ポ
リ
ネ
シ
ア
の

祇
會
階
級
が
民
族
移
動
に
伸
ふ
征
服
、
被
征
服
の
關
係
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
と
す
る
な
ら
ば
（
之
に
就
て
ば
後
で
ふ
れ
る
）
、
　
征
服

民
族
の
勇
考
が
其
の
功
大
な
る
も
の
と
し
て
死
後
に
よ
り
よ
き
世
界
に
入
る
庖
丁
を
認
め
ら
れ
る
の
は
異
と
す
る
に
足
り
な
い
。
就
居
職

死
者
に
か
や
う
な
資
絡
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
更
に
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
。
敵
を
倒
し
た
者
も
亦
瞬
様
で
あ
る
。

　
マ
ル
ケ
サ
ス
諸
島
な
ど
の
産
褥
死
者
の
塗
魂
が
天
上
界
に
行
く
と
さ
れ
る
理
由
は
明
確
に
は
判
ら
な
い
Q
一
般
に
濯
リ
ネ
シ
ア
の
祉
奪

は
父
穂
的
で
あ
る
か
ら
、
オ
ン
ト
ン
・
チ
ヤ
ワ
に
見
ら
れ
る
幻
・
う
に
、
指
令
首
長
一
家
の
者
で
も
女
性
は
区
域
と
．
嗣
じ
他
界
に
行
く
と
言
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
り
し

槻
念
を
生
ず
る
こ
と
も
あ
る
が
、
産
褥
死
若
の
み
は
特
別
に
取
扱
は
れ
て
る
る
こ
㌔
が
多
い
Q
世
斑
貧
般
，
的
に
賞
ふ
と
産
褥
死
者
は
極
め

て
恐
る
べ
き
鍵
鬼
と
な
る
と
さ
れ
て
み
る
か
ら
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
に
於
て
も
与
る
べ
詣
・
も
の
と
し
て
敬
さ
れ
る
が
鱈
に
天
上
界
に
配
さ
れ
た

か
Q
將
又
女
性
の
産
褥
死
は
男
性
の
…
戦
死
に
准
ず
べ
き
も
の
と
せ
ら
れ
た
爲
か
。
　
マ
ル
ケ
サ
ス
諸
島
か
ら
報
ぜ
ら
れ
る
自
殺
者
の
墾
魂
の

天
上
界
へ
の
紀
當
に
託
て
も
憶
測
ぜ
い
で
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
窮
地
非
業
の
死
と
し
て
北
ハ
の
還
魂
の
力
が
買
は
れ
た
も
の
か
も
知
れ
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な
い
。
何
れ
に
し
て
も
、
帯
磁
は
首
長
や
貴
族
の
他
界
に
取
っ
て
は
附
随
納
な
も
の
で
、
他
界
決
定
の
根
本
俊
　
件
は
特
定
の
階
級
へ
の
駈

境
の
中
に
見
出
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
れ
　

　
臓
ヰ
ー
の
言
ふ
や
う
に
「
人
類
衰
の
全
領
域
に
於
て
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
程
階
位
の
野
宮
に
大
な
る
慧
嚢
を
附
與
し
た
も
の
は
な
い
」
。
ポ

リ
ネ
シ
ア
の
就
園
嬉
造
に
つ
い
て
本
稿
で
詳
毒
す
る
暇
は
な
い
が
、
　
一
般
に
典
の
謎
魯
は
貴
族
と
早
・
民
に
分
た
れ
る
Q
貴
族
は
更
に
二
段

陪
に
も
分
た
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
長
予
相
続
制
が
之
を
更
に
複
雑
化
し
、
長
子
は
典
の
地
位
に
留
る
が
、
貴
族
で
も
下
位
音
の
末
子
は
や

が
て
干
民
に
な
る
。
即
ち
降
下
的
鮭
斡
移
動
が
あ
る
程
度
存
在
し
て
み
る
。
こ
れ
は
貴
族
の
激
☆
、
制
限
し
て
其
の
特
穣
を
維
持
す
る
爲
に

も
必
婁
な
措
置
で
あ
っ
た
か
と
思
は
れ
る
が
、
か
様
な
事
情
の
存
在
に
も
掬
は
ら
ず
、
貴
族
1
1
配
牛
島
と
は
典
の
醗
先
を
異
に
す
る
も
の
と

さ
れ
、
他
界
に
ま
で
相
…
異
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
だ
が
死
者
個
人
の
、
構
襲
的
で
な
い
、
生
前
の
行
爲
が
死
者
の
行
く
べ
き
他
界
を
決
定
す
る
と
の
観
念
が
ポ
リ
ネ
シ
ア
に
も
垂
く
な
い

と
は
言
へ
な
い
や
う
で
あ
る
。
タ
…
ナ
…
は
エ
リ
ス
諸
島
の
ナ
ス
ー
メ
ア
で
、
死
者
の
昂
新
草
は
若
し
善
な
ら
ば
天
上
界
へ
、
織
し
悪
な
ら
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

泥
と
蒼
黒
の
地
へ
行
く
と
聞
い
た
時
、
て
っ
き
り
こ
エ
に
倫
理
が
死
者
の
運
命
を
決
す
る
と
言
ふ
調
膳
が
あ
る
と
老
へ
た
。
遇
し
善
悪
と

は
何
か
と
言
ふ
披
の
質
問
に
饗
し
て
菩
と
は
典
の
女
が
死
者
の
爲
に
大
葬
宴
を
張
っ
た
こ
と
を
意
零
し
、
悪
と
は
破
の
吝
な
友
人
が
何
も

行
は
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
を
教
へ
ら
れ
た
こ
と
を
記
し
て
み
る
。
そ
れ
は
未
開
民
族
に
云
々
見
ら
れ
る
死
者
の
運
命
は
生
者

の
供
養
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
と
す
る
親
念
を
反
映
し
て
み
る
に
す
ぎ
な
い
。
ハ
ワ
イ
で
も
ア
ケ
ア
の
國
に
入
る
爲
に
は
宗
教
的
信
條
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
り
リ

忠
實
な
る
こ
と
が
要
求
せ
ら
れ
る
し
、
エ
リ
ス
の
資
料
に
よ
れ
ば
ソ
サ
エ
テ
ィ
諸
島
で
は
閃
。
ゲ
暮
償
出
O
騨
魏
。
鶉
と
℃
o
の
何
れ
に
行
く
か
を

決
定
す
る
も
の
は
倫
理
に
よ
ら
ず
、
唯
一
つ
の
郭
は
扁
螺
の
閑
却
、
供
物
の
等
閑
に
あ
る
と
さ
れ
て
み
る
。
祭
司
の
行
ふ
落
去
が
死
海
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
は
ぢ

地
下
界
か
ら
胃
。
げ
暮
瓢
出
。
鋤
¢
o
弱
へ
移
す
カ
を
持
つ
と
さ
れ
て
み
る
の
で
あ
る
Q
ア
・
－
ツ
タ
キ
で
は
H
〈
9
0
へ
行
く
も
の
は
コ
コ
ナ
ツ
と
＃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

藷
を
手
向
け
た
蔚
で
あ
る
。
之
等
は
善
と
言
ふ
名
で
呼
ば
れ
よ
う
と
も
、
共
の
性
質
が
榊
又
は
死
宛
に
封
ず
る
宗
敏
的
行
客
で
あ
っ
て
、

人
倫
的
行
爲
と
は
呼
び
難
い
。

　
　
　
．
天
∴
鰭
下
を
澱
置
す
る
勉
界
競
念
砂
識
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　



80

　
　
　
哲
學
研
党
　
策
縢
欝
照
十
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵬

　
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
の
他
界
信
仰
に
御
爺
の
あ
る
倫
理
的
行
客
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
爲
に
、
憩
に
封
し
て
行
は
れ
る
人
の
行
爲
と
、
人

に
封
し
て
行
は
れ
る
人
の
行
爲
と
を
擾
別
し
て
見
る
な
ら
ば
、
紳
に
封
ず
る
人
の
行
金
が
絶
界
に
入
る
爲
の
條
牲
と
さ
れ
て
み
る
こ
と
が

多
い
こ
と
が
制
る
Q
人
に
封
ず
る
人
の
行
構
が
他
界
へ
の
條
件
と
さ
れ
る
の
は
フ
ォ
ツ
ナ
島
に
於
け
る
嘗
長
へ
の
從
順
、
戦
闘
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

勇
敢
、
國
の
爲
に
血
を
流
す
こ
と
、
戦
揚
に
お
け
る
秘
戦
死
が
戦
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
は
人
の
人
に
封
ず
る
行
爲
で
は
あ
る
が
、
つ
よ

い
封
鎧
的
祉
薫
製
を
示
し
、
結
局
は
上
記
の
階
級
の
範
疇
に
苞
欝
せ
ら
る
べ
き
性
質
、
の
も
の
で
あ
る
。
唯
｝
ム
ソ
ン
の
畢
げ
た
ニ
ウ
エ
島

の
例
に
お
け
る
親
切
、
貞
締
、
他
族
か
ら
の
窃
盗
、
敵
の
殺
害
を
徳
と
し
、
悪
と
は
同
族
か
ら
の
窃
盗
、
公
衆
の
意
見
や
タ
ブ
ー
の
細
葉
、

嘗
物
時
の
殺
人
で
あ
る
と
す
る
観
念
の
申
に
、
つ
よ
い
封
鎧
性
に
も
拘
は
ら
ず
、
若
干
一
般
的
な
個
人
の
封
人
間
的
行
爲
が
他
界
の
決
定

に
反
映
し
て
み
る
こ
と
を
見
う
る
の
み
で
あ
る
。

　
唯
特
記
す
べ
き
親
念
と
し
て
モ
ン
テ
ィ
ト
ン
の
報
ず
る
ポ
ー
モ
ツ
諸
島
の
例
が
あ
る
。
墜
ち
こ
エ
で
は
不
信
者
に
は
一
般
人
の
地
下
界

と
も
別
の
泥
沼
の
世
界
が
約
束
せ
ら
れ
て
る
る
。
不
信
は
窃
盗
、
淫
逸
、
殺
人
よ
り
も
悪
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
高
い
宗
教
性
を
示
し
て

み
る
。
そ
れ
は
叉
倫
理
に
よ
る
他
界
の
分
化
を
も
示
し
て
み
る
か
も
知
れ
な
い
Q
け
れ
ど
も
こ
れ
は
運
搬
的
に
現
は
れ
た
も
の
と
見
る
外

な
く
、
宗
藪
民
族
學
的
評
儂
の
封
象
と
な
す
こ
と
が
む
つ
か
し
い
。

　
要
す
る
に
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
天
上
地
下
他
界
親
に
嘗
て
、
跳
ハ
の
入
國
の
條
件
と
し
て
最
も
重
要
親
さ
れ
る
も
の
は
敵
會
階
級
で
あ
り
、
丁

っ
て
卑
属
的
行
爲
が
見
ら
れ
、
遙
か
に
下
っ
て
封
人
的
倫
理
的
行
爲
が
わ
っ
か
に
爾
芽
的
に
出
現
し
て
み
る
こ
と
を
揃
う
る
の
で
あ
る
Q

言
ふ
ま
で
も
な
く
こ
の
こ
と
に
は
重
要
な
意
義
が
あ
る
。
齢
ち
他
界
の
複
激
職
の
出
現
、
特
に
天
上
地
下
の
封
置
は
、
倫
理
卑
属
の
物
尽

に
伸
ふ
内
的
獲
展
叉
は
内
的
分
化
の
結
呆
出
　
現
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
示
す
。
天
上
地
下
の
勤
麟
直
槻
は
す
で
に
成
立
し
て
み
て
、
道
徳

的
概
念
は
僅
か
に
之
に
絆
っ
て
出
現
し
は
じ
め
た
こ
と
を
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
他
界
槻
念
資
料
は
雄
辮
に
物
語
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
な
ら
ば
天
上
地
下
の
封
器
糊
は
如
何
に
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
。
階
級
に
よ
っ
て
他
界
が
異
っ
て
み
る
こ
と
は
天
上
の

他
界
糊
念
を
持
つ
民
族
と
、
地
下
の
他
界
信
念
を
持
つ
民
族
が
こ
x
に
交
期
し
、
力
の
關
係
に
よ
っ
て
士
魂
的
に
階
級
な
威
退
せ
し
め
る

融



と
同
蒔
に
天
上
地
下
封
置
概
を
威
乱
せ
し
め
た
こ
と
を
暗
示
し
て
み
る
と
思
ふ
が
、

か
槻
察
す
べ
き
黙
を
残
し
て
み
る
。
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…
閥

は
エ
リ
ス
に
よ
れ
ば
匂
ひ
の
よ
い
世
界
で
、
大
木
や
灌
木
が
多
く
、
美
麗
な
花
が
墜
く
。
ム
ラ
ヌ
ー
に
よ
れ
ば
光
と
喜
び
の
圃
で
あ
っ
て

苦
病
死
が
な
く
、
花
も
果
費
も
豊
か
で
、
歌
と
踊
り
と
宴
が
行
は
れ
、
女
癖
は
常
に
若
い
と
言
ふ
。
”
、
ル
ケ
サ
ス
諸
島
の
天
上
界
も
幸
輻

の
國
で
あ
り
、
食
物
が
豊
か
で
美
麗
が
み
る
と
言
ふ
。
恐
ら
く
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
天
上
界
程
の
美
麗
な
他
界
が
描
か
れ
て
み
る
の
は
他
の
朱

開
民
族
に
は
な
い
で
あ
ら
う
。

　
け
れ
ど
も
聞
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
地
下
界
の
性
質
で
あ
る
。

　
ま
つ
地
下
界
℃
o
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
考
察
し
よ
う
。
マ
オ
リ
族
で
は
ボ
ー
な
る
地
下
界
は
暗
の
國
と
さ
れ
、
ニ
ウ
エ
島
の

地
下
界
ポ
ー
も
曙
の
國
で
あ
り
、
ソ
サ
エ
テ
ィ
諸
島
で
も
ポ
…
は
淋
の
住
虞
で
あ
り
、
夜
の
國
で
あ
り
、
死
毒
は
そ
こ
で
肉
を
割
ら
れ
瀞

に
食
は
れ
る
と
さ
れ
る
。
ボ
ー
は
暗
黒
叉
は
夜
を
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
ポ
リ
ネ
シ
ア
で
は
普
逓
に
用
ひ
ら
れ
、
こ
の
言
葉
の
蓮
想
か
ら

地
下
界
が
陰
雛
で
あ
る
と
さ
れ
る
揚
合
を
生
じ
た
。
が
、
然
し
ポ
…
は
世
界
槻
や
紳
話
と
憲
章
を
有
す
る
概
念
で
あ
っ
て
、
ト
レ
ヂ
ャ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

に
よ
れ
ば
男
。
は
8
ω
ヨ
凶
。
鳥
帥
鼻
瓢
Φ
ω
ω
の
意
で
あ
り
、
ウ
．
4
リ
ア
ム
ソ
ン
に
よ
れ
ば
鳥
嚢
。
材
渥
目
①
ω
ω
鱒
ご
鳥
。
び
嚢
Ω
o
ω
を
意
味
し
て
み
て
、
必

ず
し
も
悪
い
世
界
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
Q
そ
こ
に
は
か
な
り
駿
達
し
た
宗
教
思
想
が
見
ら
れ
る
。
然
し
そ
れ
で
も
、
地
下
界
が
ポ
ー

と
呼
ば
れ
る
場
合
に
於
て
も
ポ
ー
が
悪
い
世
界
と
さ
れ
て
み
な
い
揚
戸
は
少
く
な
い
。
先
に
あ
げ
た
タ
ィ
チ
の
例
で
は
、
ポ
…
に
行
く
讐

魂
が
骨
か
ら
肉
を
煽
り
お
と
さ
れ
る
が
、
ポ
ー
は
決
し
て
嫌
な
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
さ
れ
て
み
る
。
骨
か
ら
肉
を
覇
り
お
と
さ
れ
る
の
を

タ
イ
チ
で
は
刑
罰
の
如
く
考
へ
て
る
る
ら
し
い
け
れ
ど
も
、
之
は
元
來
窪
め
の
象
徴
的
表
現
で
刑
罰
で
は
な
い
。
ソ
サ
エ
テ
ィ
諸
島
の
ポ

ー
は
憐
れ
な
と
こ
ろ
と
表
現
せ
ら
れ
て
み
る
が
、
然
し
一
方
確
々
の
住
庭
で
あ
っ
て
、
元
來
そ
れ
程
悪
い
と
こ
ろ
と
さ
れ
て
み
た
と
は
思

へ
な
い
。
ポ
ー
に
於
て
三
六
に
憩
六
に
食
は
れ
る
と
言
へ
ぽ
、
之
も
一
種
の
刑
罰
の
如
く
聞
え
る
け
れ
ど
も
、
淋
に
食
は
れ
る
と
言
ふ
の

は
紳
に
融
合
す
る
こ
と
の
象
徴
的
表
現
な
の
で
あ
る
。
叫
、
オ
リ
族
に
も
一
説
で
は
地
下
界
ボ
ー
は
こ
の
世
と
酷
似
す
る
が
、
こ
の
世
よ
り

は
よ
い
世
界
と
す
る
観
念
も
あ
る
。

　
ボ
ー
と
呼
ば
れ
る
時
に
は
一
方
に
於
て
は
高
い
宗
藪
思
想
を
示
し
て
み
る
が
、
他
方
に
於
て
は
陰
干
の
地
と
言
ふ
蓮
想
を
生
じ
、
特
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に
天
王
．
界
と
の
封
置
に
於
て
マ
オ
リ
族
の
揚
合
の
如
く
地
下
は
下
る
に
つ
れ
て
曙
く
恐
し
く
な
る
と
さ
れ
る
に
護
っ
た
。
然
し
元
來
は
必

ず
し
も
悪
い
世
界
で
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
は
れ
た
が
、
ポ
ー
と
言
ふ
名
で
呼
ば
れ
な
い
揚
合
に
は
～
般
に
明
る
く
把
握
せ
ら
れ
て
る
る
。

　
ポ
リ
ネ
シ
ア
に
も
地
下
界
の
み
を
他
界
と
し
て
み
る
斑
族
が
あ
る
が
、
そ
の
様
な
工
合
之
を
陰
轡
の
地
と
は
考
へ
て
る
な
い
◎
例
へ
ぽ

ロ
ツ
マ
島
入
の
他
界
蟹
資
鋤
民
は
島
の
西
方
ラ
サ
沖
の
海
下
に
あ
る
と
さ
れ
て
み
る
が
、
こ
エ
に
は
似
て
の
死
恥
が
行
き
、
コ
・
ナ
ツ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　

豚
を
は
じ
め
、
人
間
の
望
む
も
の
が
何
で
も
あ
る
と
さ
れ
て
み
る
。
　
エ
リ
ス
諸
島
の
ヌ
ク
フ
ェ
ク
ウ
島
脱
の
地
下
界
↓
冨
に
は
家
や
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
リ
　

も
あ
り
、
家
族
や
氏
族
の
別
も
あ
る
と
言
ふ
か
ら
少
く
と
も
こ
の
世
の
蓮
績
。
か
あ
の
世
に
認
め
ら
れ
て
み
る
と
見
ね
ば
な
ら
な
い
。
ゾ
カ

ブ
カ
島
に
於
て
も
地
下
界
で
は
死
餓
は
銅
羅
を
打
っ
て
踊
り
を
爲
し
て
み
る
と
言
ふ
か
ら
、
之
も
亦
陰
馨
の
世
界
と
は
見
ら
れ
て
る
な

寵し　
天
上
界
と
封
置
さ
れ
る
地
下
界
で
も
ボ
ー
と
呼
ば
れ
な
い
二
合
に
は
そ
れ
程
惑
い
と
こ
ろ
と
の
槻
念
は
な
く
、
む
し
ろ
理
想
化
さ
へ

さ
れ
て
み
る
。
　
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
諸
島
の
マ
ン
ガ
イ
ア
で
は
天
上
の
目
溢
マ
一
下
は
勺
。
①
℃
o
Φ
に
封
し
て
地
下
界
》
〈
巴
奔
一
が
信
ぜ
ら
れ
て

る
る
が
、
φ
く
p
。
藪
下
は
紳
々
の
三
智
で
あ
り
、
こ
の
世
は
あ
の
世
を
模
し
て
作
ら
れ
た
と
し
て
お
り
、
マ
ル
ヶ
サ
ス
諸
島
人
の
地
下
界
も

第
二
次
諸
処
の
住
塵
で
あ
り
、
こ
の
世
よ
り
は
よ
り
よ
い
と
こ
ろ
と
せ
ら
れ
て
る
る
Q
　
ポ
ー
モ
ツ
諸
島
人
の
天
上
界
℃
p
◎
簿
建
添
ぴ
q
μ
に
封

ず
る
一
般
人
の
行
く
囚
0
8
讐
℃
o
な
る
地
下
界
に
は
患
も
な
く
、
病
氣
も
な
く
、
叉
蔵
出
の
必
要
も
な
く
、
食
物
は
豊
か
で
、
死
毒
は

遊
山
を
な
し
、
愛
欲
を
充
し
な
が
ら
生
活
し
て
み
る
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
地
下
界
の
理
想
化
が
見
ら
れ
る
諜
で
あ
る
。

　
勿
論
天
上
界
と
封
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
下
界
は
悪
し
き
と
こ
ろ
と
す
る
観
念
が
次
第
に
威
長
し
、
マ
オ
リ
族
の
蝪
合
に
は
地

下
界
は
下
る
に
つ
れ
て
暗
く
、
恐
し
く
な
り
、
無
難
は
つ
ひ
に
は
絶
減
す
る
と
の
親
念
を
生
じ
た
り
、
ア
イ
ツ
ク
キ
で
は
、
ミ
ル
の
下
界
で

は
百
足
虫
を
食
は
さ
れ
る
と
の
妄
念
を
生
じ
、
次
第
に
天
上
地
下
の
性
質
が
分
化
し
な
が
ら
、
統
合
さ
れ
て
み
る
が
、
元
無
地
下
界
は
悪

し
き
と
こ
ろ
で
な
く
、
一
般
入
が
そ
こ
に
行
っ
て
住
む
そ
れ
自
身
統
一
の
あ
る
蓮
績
の
他
界
で
あ
り
、
あ
る
程
度
理
想
化
さ
れ
た
世
界
で

あ
っ
た
痕
跡
ほ
窯
だ
讃
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
…
・
オ
リ
族
や
ボ
…
モ
ツ
藷
…
鳥
で
、
ボ
ー
の
性
質
が
藩
薫
心
様
汝
に
逃
べ
ら
れ
て
る
る
の
も

　
　
　
．
火
あ
鰹
…
卜
癒
懸
閉
す
る
勉
界
槻
念
の
威
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
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癬
學
欝
兜
嬢
翻
胃
瞬
十
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
穴

ポ
ー
の
親
念
の
攣
化
の
汲
程
を
示
す
も
の
か
も
知
れ
な
い
◎

　
メ
ラ
ネ
シ
ア
の
栴
蔀
、
バ
ン
ク
ス
、
ニ
ュ
ー
ヘ
ブ
リ
デ
ス
諸
島
に
は
地
下
界
の
み
を
他
界
と
す
る
民
族
が
分
布
し
て
み
る
。
例
へ
ば
バ

ン
ク
ス
諸
島
人
の
地
下
の
他
界
勺
§
9
に
は
こ
の
穆
と
同
じ
村
が
あ
り
、
家
が
あ
り
、
非
費
質
的
で
は
あ
る
が
、
美
し
い
と
こ
ろ
で
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　

こ
で
永
遠
の
生
活
が
馨
ま
れ
る
と
言
ふ
。
ニ
ュ
！
ヘ
ブ
リ
デ
ス
諸
島
の
ペ
ン
チ
コ
ス
ト
の
地
下
界
切
望
昌
。
一
に
も
家
や
木
や
村
が
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

勢
働
の
必
要
は
な
い
か
ら
畑
は
な
い
と
さ
れ
る
Q
こ
の
愚
な
地
下
界
毒
念
の
費
例
は
ま
だ
他
に
多
数
示
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
地
下

界
親
念
と
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
地
下
界
槻
念
は
も
と
同
一
の
文
化
に
鵬
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
ふ
推
定
は
恐
ら
く
不
可
能
で
は
あ
る
ま
い
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

6
桟
①
p
ぴ
q
Φ
び
国
・
”
6
ず
Φ
慧
9
0
ユ
勺
O
百
昌
①
ω
貯
p
O
O
ヨ
二
藍
，
9
鉱
く
O
O
剛
O
賦
O
謬
曽
駝
ざ
H
G
◎
り
一
矯
G
ゆ
幽
ρ
二
陣
＝
7
ヨ
ω
O
昌
　
O
や
●
O
同
ρ
H
・
b
⊃
G
Q
G
o

O
”
触
畠
同
ロ
Φ
裡
”
｝
肉
》
目
・
×
鍛
く
嫡
．
駆
①
Φ

6
賃
騰
旨
①
機
”
O
賢
●
6
謬
●
鱒
Q
Q
①

Q
鵠
剛
”
寓
鴫
叶
げ
ω
勲
ω
O
コ
ひ
q
ω
跨
O
目
幡
び
O
ω
O
ロ
ニ
戸
℃
9
9
笥
ρ
H
◎
o
圃
9
日
刈
H

O
O
像
ユ
コ
ぴ
q
叶
◎
P
”
。
譲
∴
6
ゲ
①
鍵
Φ
す
づ
O
ω
騨
騨
欝
P
H
Q
Q
㊤
一
℃
鱒
刈
c
Q
I
b
o
刈
刈

圃
ユ
”
O
ワ
O
潔
●
卜
o
Q
Q
刈
や

四

　
此
の
推
定
を
軍
な
る
暫
定
の
も
の
に
絡
ら
せ
な
い
爲
に
、
一
つ
の
費
誰
を
試
み
抄
い
Q
そ
れ
は
葬
渋
と
他
界
親
念
と
の
關
係
を
考
察
す

る
こ
と
で
あ
る
。
翻
し
勿
論
火
葬
と
天
上
界
、
埋
葬
と
地
下
界
の
如
き
、
葬
法
と
他
界
概
念
と
の
内
的
心
理
學
的
關
係
を
窺
は
ん
と
す
る

の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
あ
り
得
る
關
係
か
庵
知
れ
な
い
が
、
必
ず
し
も
文
化
の
事
賢
で
は
な
い
。
む
し
ろ
こ
エ
で
問
題
と
す
る
の
は
特
定

の
他
界
観
念
に
作
ふ
事
費
と
し
て
の
特
定
の
葬
法
で
あ
る
。

　
さ
て
メ
ラ
ネ
シ
ア
の
南
部
の
地
下
界
の
他
界
観
念
の
み
を
持
つ
民
族
の
葬
法
は
き
ま
っ
て
埋
葬
で
あ
り
、
然
も
麗
盤
の
髄
位
は
安
位
又

は
坐
位
で
あ
る
。
　
一
定
粟
穂
が
す
ぎ
る
と
濫
掘
洗
骨
を
な
し
て
頭
蓋
を
取
り
、
之
を
祭
る
。
つ
ま
り
内
的
頭
蓋
底
舞
を
行
ふ
の
で
あ
る
Q
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此
の
形
式
は
描
部
メ
ラ
ネ
シ
ア
に
一
般
に
行
は
れ
て
脂
9
9
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
樹
上
葬
ま
た
は
塵
上
葬
を
行
ふ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
中
部
北
部

の
民
族
に
は
将
生
信
仰
が
一
般
的
で
あ
る
。
樹
上
葬
ま
た
は
盗
上
葬
に
於
て
も
、
複
葬
が
行
は
れ
る
が
、
取
ら
れ
る
遺
骨
は
郵
蓋
で
は
な

く
、
長
骨
で
あ
る
Q
こ
の
こ
と
を
賢
謹
的
に
示
す
こ
と
は
本
、
編
で
は
省
略
せ
ざ
る
な
得
な
い
が
、
こ
の
や
う
な
顯
著
な
特
色
を
持
つ
地
下

の
他
界
親
念
に
絆
ふ
弔
婆
法
を
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
天
上
地
下
の
封
置
に
於
け
る
地
下
界
慨
念
も
、
若
し
聞
種
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
持

っ
て
る
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Q

　
ポ
ー
ー
ネ
シ
ア
に
於
て
も
埋
葬
は
廣
く
出
現
し
て
み
る
。
帥
ち
オ
ン
ト
ン
・
ヂ
ヤ
ワ
の
下
級
民
、
エ
リ
ス
諸
島
、
フ
ォ
ツ
ナ
島
、
サ
モ
ア

諸
島
、
ト
ン
ガ
諸
島
、
ニ
ウ
エ
島
、
ハ
ワ
イ
諸
島
、
ソ
サ
エ
テ
ィ
諸
島
、
ラ
皿
｝
ン
が
島
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ソ
ー
3
島
等
に
見
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
け
れ
ど
も
埋
葬
は
眺
め
て
筒
軍
な
葬
法
で
あ
る
か
ら
、
何
れ
の
文
化
に
も
融
現
し
易
く
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
に
埋
葬
が
あ
る
か
ら
と
言

っ
て
、
こ
x
に
メ
ラ
ネ
シ
ア
と
同
一
系
統
の
文
化
が
あ
る
と
は
言
へ
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
そ
こ
で
我
々
は
更
に
屍
盤
の
膿
位
を
問
は
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
幸
に
し
て
ポ
リ
ネ
シ
ア
に
も
高
位
の
塊
葬
の
報
告
が
激
例
は
存
在
す
る
の
で
あ
る
Q
　
ハ
ワ
イ
諸
島
人
の
塊
葬
、
・
ソ
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
エ
　

エ
テ
ィ
諸
島
人
の
埋
葬
、
マ
ン
ガ
、
擁
ア
の
埋
葬
、
マ
オ
リ
族
の
埋
葬
の
場
合
が
之
で
あ
る
Q
此
の
髄
泣
ぱ
意
識
的
に
取
ら
し
め
ら
れ
る
の

で
あ
っ
て
、
特
に
縛
る
と
言
ふ
報
告
の
な
さ
れ
て
る
る
こ
と
も
あ
る
Q
屈
位
の
事
例
は
ポ
リ
ネ
シ
ア
に
は
あ
ま
り
多
く
は
な
く
、
伸
展
位

に
移
行
し
た
揚
馬
が
多
か
っ
た
ら
し
い
が
、
こ
の
や
う
な
屈
歓
の
資
料
の
存
衣
は
栴
部
メ
ラ
ネ
シ
ア
と
の
・
文
化
の
同
一
を
推
定
せ
し
め
る

に
足
る
で
あ
ら
う
O
同
族
頭
蓋
保
存
が
屈
位
の
塊
葬
に
作
っ
て
行
は
れ
る
と
．
　
、
．
目
ふ
統
一
の
示
さ
れ
て
み
る
例
は
ポ
リ
ネ
シ
ア
に
は
あ
ま
り

な
い
。
然
し
ゾ
サ
エ
テ
ィ
諸
島
に
は
頭
蓋
を
家
の
中
に
吊
し
た
り
、
廟
に
お
さ
め
た
り
す
る
事
賢
が
あ
り
、
こ
の
餐
俗
は
慧
速
に
お
と
ろ

へ
た
ら
し
い
が
、
曾
て
の
覚
ハ
の
存
在
を
推
定
し
て
よ
い
と
思
は
れ
る
Q

　
ポ
リ
ネ
シ
ア
砒
愈
の
最
大
の
特
色
は
先
に
も
蓮
べ
た
や
う
に
階
級
の
署
し
い
搬
達
で
あ
る
が
、
こ
の
階
級
の
朋
は
又
葬
法
と
も
關
孫
を

持
っ
て
る
る
。
そ
れ
は
此
位
階
級
の
葬
儀
の
盛
大
、
下
位
陪
級
の
簡
素
し
憲
．
a
ふ
が
如
き
量
的
性
質
の
も
の
で
な
く
、
異
質
的
葬
法
の
取
ら

れ
る
こ
と
が
稀
で
な
い
の
で
あ
る
。
共
の
例
を
我
々
は
ハ
ワ
イ
諸
島
、
ソ
サ
エ
テ
ィ
講
談
、
ポ
ー
モ
ツ
諸
島
、
マ
ル
ケ
サ
ス
講
島
等
に
見

　
　
　
天
王
地
下
な
欝
澱
す
る
他
界
麹
念
の
戒
窯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
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哲
學
鋳
究
　
第
四
買
四
や
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

る
こ
と
が
で
き
る
Q
ハ
ワ
イ
で
は
碧
羅
に
署
し
て
は
坐
紘
の
埋
諜
が
行
は
れ
る
が
、
首
長
及
び
司
祭
階
級
に
封
し
て
は
紳
優
位
埋
葬
で
あ

り
、
ソ
サ
エ
テ
ィ
講
説
で
は
．
貧
者
に
懐
し
て
は
坐
位
埋
葬
が
行
は
れ
、
首
長
家
族
に
捜
し
て
は
木
乃
伊
葬
が
行
は
れ
て
る
る
。
ポ
ー
モ
ツ

諸
島
で
は
出
世
を
曝
し
て
乾
燥
せ
し
め
、
之
を
洞
穴
に
納
め
る
の
は
地
位
の
高
い
人
に
全
し
て
行
は
れ
る
。
マ
ル
ケ
サ
ス
諸
島
で
は
木
乃

伊
葬
が
極
め
て
優
位
で
あ
っ
て
、
首
長
は
勿
論
廣
く
一
般
入
に
も
行
は
れ
、
埋
葬
は
下
層
勧
會
の
子
な
き
女
性
に
解
し
て
行
は
れ
る
と
言

ふ
が
、
階
級
に
よ
り
葬
法
が
分
れ
て
み
た
時
代
の
名
残
を
示
す
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
マ
オ
リ
族
で
も
首
長
は
乾
燥
葬
で
、
一
般
入
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
こ

坐
紘
埋
葬
で
あ
る
こ
と
が
多
い
が
、
特
に
警
部
で
は
塊
葬
が
多
い
と
君
ふ
。
こ
の
他
首
長
階
級
に
封
ず
る
木
乃
伊
葬
や
石
霊
の
構
築
な
ど

の
事
例
は
数
多
い
の
で
あ
る
し
、
禁
綱
を
絆
は
な
け
れ
ば
、
葬
法
の
相
互
採
用
は
あ
り
得
た
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
以
上
の
事
例
に
よ
っ

て
略
，
下
難
民
と
貴
族
が
元
仁
葬
法
を
異
に
し
て
み
た
ら
う
こ
と
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
然
し
て
は
じ
め
坐
位
埋
葬
が
あ
り
、
後

に
乾
燥
葬
が
入
っ
た
ら
う
こ
と
は
民
族
移
動
の
方
向
か
ら
言
っ
て
、
マ
オ
リ
の
南
郡
に
坐
位
埋
葬
が
多
く
、
北
部
に
混
合
が
多
い
事
例
が

示
し
て
み
る
と
思
ふ
。

　
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
天
上
界
と
地
下
界
が
階
級
に
結
合
す
る
こ
と
、
天
上
界
と
地
下
界
の
附
置
に
於
て
、
地
下
界
を
悪
し
と
す
る
観
念
が
威

画
し
は
じ
め
た
が
、
地
下
界
も
元
來
悪
し
き
と
こ
ろ
で
は
な
い
こ
と
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
南
部
に
は
地
下
界
槻
念
の
み
を
持
つ
民
族
が
分
布
し
、

そ
れ
が
特
定
の
葬
法
を
持
つ
こ
と
、
こ
の
葬
法
は
ポ
リ
ネ
シ
ア
下
級
民
の
葬
法
で
あ
っ
た
ら
し
い
痕
跡
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
我
汝
は
ポ
リ

ネ
シ
ア
に
於
け
る
天
上
地
下
の
肉
置
概
念
が
悪
難
夫
汝
一
つ
の
他
界
思
念
を
持
つ
民
族
の
混
合
に
よ
っ
て
成
立
し
、
そ
れ
が
漸
次
混
融
の

泄
程
を
示
し
、
か
す
か
に
道
徳
的
行
業
に
よ
る
他
界
決
定
親
を
褒
生
せ
し
め
つ
x
あ
る
こ
と
を
論
じ
得
た
か
と
考
へ
る
。

　
ハ
ン
デ
ィ
は
天
上
界
も
地
下
界
も
、
所
謂
↓
9
0
口
ゆ
q
黛
。
同
。
鋤
を
主
筆
と
す
る
タ
ン
が
鷺
ア
儀
禮
に
滅
し
て
、
研
謂
H
鵠
ロ
。
細
。
嬬
口
①
ω
冨
切
儀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
じ

禮
に
共
に
旛
す
る
と
し
て
論
じ
て
み
る
が
、
そ
れ
が
更
に
上
記
の
二
つ
の
系
続
の
混
合
の
所
産
と
見
う
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
ポ
リ
ネ

シ
ア
の
天
上
界
が
思
草
か
の
階
矯
を
持
つ
こ
と
は
す
で
に
事
例
に
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
天
上
界
の
特
色
で
あ
り
、
ま
れ
に

は
マ
オ
リ
族
の
如
く
地
下
界
に
も
階
暦
が
あ
る
と
さ
れ
て
み
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
之
亦
天
上
地
下
の
統
一
を
示
し
つ
蕊
あ
る
が
、
地
下
界



に
は
早
言
の
報
ぜ
ら
れ
な
い
揚
合
も
多
く
、
元
來
は
別
個
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
と
思
は
れ
る
Q
こ
の
天
の
階
贋
に
つ
い
て
は
本
稿
に
は

粟
の
系
統
を
辿
ら
な
い
が
、
極
め
て
印
度
的
で
あ
り
、
更
に
は
牧
畜
民
族
的
の
も
の
で
あ
る
こ
と
だ
け
は
訂
し
て
お
い
て
も
大
忌
は
な
い

で
あ
ら
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
・

　
ポ
リ
ネ
シ
ア
に
於
け
る
天
上
地
下
の
勤
寒
湿
念
の
威
立
の
過
程
は
同
時
に
ポ
リ
ネ
シ
ア
に
お
け
る
階
級
成
立
の
渦
程
で
も
あ
る
で
あ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　

う
。
未
開
祉
會
の
階
級
言
立
に
は
各
種
の
因
子
が
働
い
て
み
る
が
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
に
諭
し
て
は
古
く
か
ら
ダ
ン
プ
獄
ウ
ィ
ツ
、
ウ
ォ
！
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

等
に
説
か
れ
て
み
る
民
族
…
混
合
に
よ
る
…
階
級
威
立
論
が
あ
て
は
ま
る
や
う
に
思
は
れ
る
G

　
（
ユ
）
　
男
境
p
ρ
N
①
緊
O
や
鼠
ρ
H
H
．
駆
H
碧
群
b
o
メ
国
麻
一
ω
”
O
や
O
嘗
剛
層
ω
⑩
り
於
諸
O
億
冠
①
づ
げ
O
ロ
け
剛
曾
α
㎝
ω
h
4
0
ニ
ゴ
竃
旨
び
ω
臼
欝
像
o
Q
O
昌
ぴ
q
ω
唱
O
臨
G
燗
毒
賊
O
磐

　
　
　
畷
卜
⊃
O
抄

　
（
2
）
　
国
＝
貯
”
囹
．
ω
り
り
詔
旨
韓
O
画
賛
”
猟
・
勺
L
6
9
訪
韓
O
欝
9
目
鼠
色
お
陣
O
環
の
ω
ぽ
霞
O
欝
諺
。
ウ
恥
加
島
O
㊦
戦
Φ
日
◎
乱
㊦
駈
ロ
℃
H
り
藤
N
Φ
軌
隔
二
周
掃
，
拶
N
①
瀧
O
や
O
間
ひ
昌
巳
q
o
頓
O

　
（
3
）
鵠
餌
＆
質
8
．
簿
．
。
。
嵩
－
。
。
ω
O

　
（
4
）
　
b
ρ
昌
舞
讐
箇
P
O
∴
O
ユ
σ
Q
ぎ
O
馬
脚
ぴ
㊦
H
鵠
O
ρ
綜
巴
｛
な
O
鴨
紳
7
Φ
ω
O
鼠
巴
○
訂
ω
。
o
噂
H
り
ω
G
Q
り
曾
願
O
◎
σ
ρ
試
・
俸
ω
冨
H
早
じ
ロ
・
旨
”
O
O
ロ
①
吋
鉱
》
P
酔
ず
8
・

　
　
　
娼
9
0
α
q
ざ
μ
り
画
刈
O
ダ
く
目
。
＜
H
H
押
簿
ρ

　
（
5
）
O
β
ヨ
篇
。
鼠
。
N
、
い
・
”
∪
2
関
器
ω
Φ
昇
昌
衆
前
H
。
。
。
。
も
。
る
O
餌
な
臼
O
H
§
島
圃
ω
ω
9
門
ω
。
獣
。
ご
び
Q
飼
H
c
。
。
。
伊
旨
距
乏
霞
P
U
∴
ぎ
器
ω
0
9
0
・

　
　
　
ざ
α
q
ざ
H
Φ
O
も
Q
噂
漕
O
ら
Q
隔
・
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同
じ
く
天
上
と
地
下
を
封
害
す
る
他
界
槻
念
で
あ
る
が
、
ポ
サ
ネ
シ
ア
の
そ
れ
と
は
か
な
り
異
質
的
な
型
置
が
東
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
見
ら
れ
る
Q
束
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
諸
族
は
肖
然
依
存
の
経
濟
段
階
に
あ
る
罷
め
て
未
開
な
民
族
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
の
天
上
地
下

封
置
親
の
存
在
が
取
り
わ
け
注
意
を
ひ
く
。

　
宗
政
蝿
族
畑
鼠
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
み
る
事
書
は
ド
ー
ソ
ン
の
報
じ
た
徳
宿
ビ
ク
ト
リ
ア
籍
…
族
の
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
族
で

　
　
　
沢
烹
蟻
下
を
灘
澱
す
る
勉
舞
親
念
の
繊
窯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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哲
臓
研
窺
　
第
臨
胃
四
十
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鴻
0

は
四
、
五
歳
以
下
の
幼
兇
は
鍵
魂
を
持
た
ぬ
と
さ
れ
る
し
、
又
來
世
も
な
い
と
さ
れ
る
が
、
其
の
他
の
春
の
死
露
は
三
田
問
墓
の
附
近
を

さ
纏
う
た
末
に
雲
の
上
、
な
る
美
し
い
國
へ
行
き
、
悪
人
の
盛
魂
ぽ
一
年
間
地
上
に
さ
迷
ひ
、
然
る
後
地
下
の
q
欝
B
o
犀
三
一
Φ
Φ
ロ
へ
行
く
と

　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
じ

せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
養
料
は
フ
レ
イ
ザ
ー
に
も
引
用
せ
ら
れ
て
我
汝
に
親
し
ま
れ
て
來
て
る
る
の
で
あ
る
が
、
ド
ー
ソ
ン
は
右
の

報
告
を
輿
へ
て
か
ら
「
上
記
の
親
念
の
あ
る
も
の
は
白
人
の
渡
凍
と
共
に
褒
生
し
た
も
の
で
、
シ
ー
3
二
i
か
ら
一
部
族
、
～
部
族
と
傳
嬬
し

て
行
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
し
と
し
た
。
こ
の
様
な
意
見
も
あ
っ
て
、
宗
教
民
族
學
上
土
清
信
仰
と
し
て
窺
要
覗
さ
．
れ
ず
、
む
し
ろ
看
過
さ

れ
て
來
た
の
で
あ
る
が
、
更
に
調
査
を
進
め
て
見
る
と
、
同
種
の
槻
念
を
、
其
、
雛
的
に
郡
族
を
明
瞭
に
し
て
報
告
し
て
み
る
資
料
も
あ
り
、

然
も
白
人
渡
來
前
か
ら
の
信
仰
で
あ
る
こ
と
を
搬
摘
し
て
み
る
も
の
も
見
出
さ
れ
る
。

　
マ
ニ
ン
グ
の
資
料
に
よ
る
と
甫
都
ヴ
ィ
ラ
ヂ
ュ
リ
族
で
は
死
軍
皿
は
至
上
油
日
穏
q
o
揮
発
櫛
の
前
に
以
れ
て
行
か
れ
、
可
滅
性
を
挑
ひ
落
さ
れ

て
不
滅
性
を
獲
得
す
る
と
子
骨
O
冠
。
ひ
q
o
錺
験
肱
蔓
に
よ
っ
て
韓
釧
さ
れ
、
善
と
決
め
ら
れ
る
と
首
切
巴
一
圃
琴
鎚
に
導
か
れ
、
悪
と
判
ぜ
ら
れ

る
と
燐
か
れ
る
が
、
典
の
行
先
は
q
毎
憲
嚢
。
と
尋
．
減
ふ
穴
乃
至
地
下
で
あ
る
と
言
ふ
。
天
に
於
け
る
死
整
の
存
在
は
漿
的
惟
賃
の
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
に
　

る
が
、
絶
え
ず
踊
り
、
漱
癒
し
て
み
る
し
’
三
．
口
ふ
。
然
も
こ
の
場
合
注
意
す
べ
き
こ
と
庶
｝
、
ニ
ン
グ
が
こ
の
天
上
地
下
封
置
の
他
界
概
念
が
土

清
の
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
特
に
注
意
し
て
親
察
し
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。
　
粋
、
ニ
ン
グ
が
こ
の
欝
仰
は
白
人
か
ら
教
へ
ら
れ
た
も
の
で
は

な
い
か
と
疑
っ
た
時
に
、
土
人
は
逆
に
白
人
は
何
故
に
天
を
ゆ
巴
目
算
黛
葭
、
地
獄
を
d
遷
旨
舜
、
紳
を
ヒ
¢
o
団
讐
餌
又
は
O
塊
。
シ
q
o
鑑
閃
影
一
団
と

名
づ
け
ぬ
か
を
疑
闇
と
し
た
と
言
ふ
。

　
ホ
ヰ
ッ
ト
が
耽
ハ
の
著
「
ク
ル
ナ
，
彗
と
カ
ミ
ラ
厭
イ
」
に
採
鋒
し
た
シ
ュ
テ
ー
リ
ン
の
記
録
に
は
ボ
ト
ヂ
ョ
バ
ル
ク
族
の
南
云
々
族
た
る

グ
ル
デ
ィ
チ
ユ
・
マ
ラ
族
に
も
生
前
の
善
悪
に
よ
っ
て
行
先
の
き
ま
る
天
上
地
下
の
封
置
無
念
が
報
ぜ
ら
れ
て
る
る
。
　
即
ち
善
入
の

行
く
、
人
闘
を
支
配
す
る
男
榊
の
薄
霞
な
る
光
の
國
下
畑
B
ぼ
。
議
騨
門
ぎ
い
Q
と
悪
人
の
行
く
暗
黒
の
國
じ
ご
霞
論
じ
d
即
急
£
。
紳
の
封
置
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぜ
　

報
告
さ
れ
て
知
り
、
然
も
こ
の
槻
念
は
白
下
渡
食
前
か
ら
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
附
昌
．
凝
し
て
あ
サ
4
9
Q
ヵ
ミ
ラ
皿
イ
族
に
診
て
も
ホ
ヰ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　

は
軍
に
天
上
界
を
あ
げ
て
み
る
に
渦
ぎ
な
い
が
、
リ
ド
レ
イ
に
よ
れ
ぽ
善
人
は
死
ぬ
と
天
○
舜
黛
。
σ
q
三
冨
に
行
っ
て
至
上
紳
ゆ
蝕
山
南
Φ
の

歴



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

側
に
除
し
、
悪
人
は
行
け
な
い
と
し
て
、
個
人
道
徳
的
な
善
悪
の
標
準
を
も
揚
げ
て
み
る
。
悪
人
の
行
先
が
明
記
さ
れ
な
い
が
、
ボ
ト
ヂ
ョ

バ
ル
ク
挨
の
試
合
と
詞
様
の
考
へ
方
が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
Q
更
に
興
味
の
あ
｝
’
3
の
は
ワ
ケ
ル
プ
ラ
族
の
そ
れ
で
あ
っ
て
、
書
き
x

の
者
の
昇
天
、
左
き
㌧
の
考
の
地
下
下
降
が
信
ぜ
ら
れ
て
る
る
。
彼
等
は
白
人
を
は
じ
め
て
見
た
時
点
き
し
の
者
の
錦
來
と
考
へ
た
と
言

　
ア
リ
ふ
Q
右
き
工
篤
き
鼠
と
云
ふ
の
は
祉
會
償
習
と
關
係
が
あ
る
に
相
異
な
い
が
、
霞
人
以
前
か
ら
の
信
仰
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
共
に
、
醐

幽
の
癌
族
の
そ
れ
と
比
較
す
れ
ぽ
、
轟
き
x
、
左
き
エ
が
天
上
地
下
に
結
合
し
た
の
で
な
く
、
巽
ハ
の
逆
で
あ
る
こ
と
が
判
る
Q

　
天
上
地
下
の
こ
の
興
昧
あ
る
封
置
が
、
若
し
白
人
嘗
…
教
師
の
偉
へ
た
も
の
で
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
如
何
に
し
て
威
燃
し
た
も

の
で
あ
ら
う
か
Q
こ
の
揚
合
ま
つ
我
々
は
東
常
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
他
界
信
仰
と
し
て
の
天
界
信
仰
の
廣
い
分
布
の
事
賓
を
想
起
し
受
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

れ
ば
な
ら
な
い
。
ム
ン
イ
河
下
流
の
ナ
リ
ン
ヂ
ェ
リ
族
の
天
宅
嚢
き
幕
湯
9
笥
9
ρ
疑
斜
ウ
ィ
ン
バ
イ
オ
族
の
天
2
弩
艮
を
は
じ
め
、
ヴ
オ
ト

ヂ
ョ
バ
ル
ク
、
グ
ル
デ
ィ
チ
ュ
・
マ
ラ
族
を
も
含
め
た
タ
リ
ン
諸
藩
（
原
始
至
上
榊
ζ
ご
¢
菖
二
を
崇
絶
す
る
爲
に
ブ
ン
ヂ
ル
諸
族
と
も
呼

ば
れ
る
）
の
天
、
至
上
紳
U
鋤
嵩
ヨ
巳
§
を
崇
拝
す
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
部
民
ユ
イ
ン
・
ク
リ
諸
族
の
天
界
、
蹴
ハ
の
奥
地
の
ウ
ィ
ラ
ヂ
訊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

り
・
カ
ミ
ラ
ロ
イ
・
ユ
ー
ア
ラ
イ
諸
族
等
至
上
淋
切
蝕
鮎
並
Φ
を
信
ず
る
民
族
の
天
界
、
南
部
オ
ー
ス
｝
ラ
リ
ア
北
東
部
エ
ア
湖
手
順
の
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
　

イ
エ
リ
族
の
天
娼
三
≦
圃
言
⇔
、
ワ
ィ
ル
ピ
族
の
国
ぽ
a
旨
鋤
等
多
数
の
例
を
摯
げ
う
る
。
之
等
の
天
界
の
特
色
は
暦
の
な
い
軍
一
な
る
天

で
あ
り
、
原
始
至
上
紳
を
持
っ
て
る
る
こ
と
で
あ
る
。

　
天
上
地
下
の
封
置
の
揚
言
の
天
上
も
、
こ
の
廣
く
東
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
信
ぜ
ら
れ
て
る
る
天
上
と
阿
一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

常
に
至
上
淋
と
密
接
に
結
合
し
た
天
上
界
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
天
上
と
封
置
せ
ら
れ
る
地
下
界
は
何
れ
の
系
統
を
ひ
く
も
の
で
あ
ら
う
か
Q
我
六
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
本
土
に
は
地
下
界
の

み
を
他
界
と
す
る
唯
一
つ
の
民
族
も
知
ら
な
い
。
焦
し
東
南
部
メ
ラ
ネ
シ
ア
に
は
先
に
も
蓮
べ
た
や
う
に
、
地
下
界
の
み
を
他
界
と
す
る

多
数
の
王
族
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
み
る
。
穿
っ
て
我
ゐ
は
こ
の
東
南
部
メ
ラ
ネ
シ
ア
の
交
化
的
影
響
の
存
在
を
疑
っ
て
見
て
よ
い
と
考

へ
る
。

　
　
　
天
烹
地
下
な
難
画
す
る
他
界
鞭
念
の
戒
黙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓢
一
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哲
學
醗
究
　
篤
購
胃
照
十
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
工

　
灘
上
鮎
を
信
ず
る
原
文
化
の
民
族
の
葬
法
は
輩
純
埋
葬
で
あ
り
、
伸
展
位
の
髄
位
を
敢
ら
せ
る
こ
と
が
一
般
で
あ
り
、
東
南
オ
ー
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

ラ
リ
ア
の
置
上
に
於
て
も
左
様
な
事
例
を
激
多
く
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
然
し
先
に
蓮
べ
た
や
う
に
南
部
メ
ラ
ネ
シ
ア
の
地
下
界
信
仰
に

は
坐
位
が
絆
っ
て
み
る
。
こ
の
影
響
は
つ
よ
く
東
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
及
ん
で
み
る
の
で
あ
る
Q
西
南
ビ
ク
ト
リ
ア
諸
族
で
は
潮
位
に

　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

し
て
縛
る
し
、
南
部
ヴ
ィ
ラ
ヂ
ュ
リ
族
で
は
か
た
く
皮
に
つ
x
む
、
グ
ル
デ
ィ
チ
ュ
・
マ
ラ
に
は
十
分
の
養
料
が
な
い
が
、
ヴ
オ
ト
ヂ
ョ
バ

ル
ク
で
も
坐
位
に
し
て
縛
る
と
報
ぜ
ら
れ
る
か
ら
、
グ
ル
デ
ィ
チ
ユ
・
マ
ラ
族
も
同
一
と
思
は
れ
る
。
カ
ミ
ラ
ロ
イ
族
も
坐
位
に
し
て
縛

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
あ
　

る
と
報
ぜ
ら
れ
て
る
る
。
つ
ま
り
地
下
界
信
仰
に
俘
ふ
儀
禮
の
一
牟
は
こ
瓦
に
も
見
ら
れ
る
様
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
洗
骨
と
頭

蓋
保
存
の
事
例
が
乏
し
い
の
は
競
憾
で
、
唯
ク
イ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
マ
リ
ボ
ロ
…
三
十
哩
以
内
の
地
域
で
複
葬
に
件
ふ
畿
掘
が
行
は
れ
る
と

　
　
へ
　
　

言
ふ
が
、
頭
蓋
の
保
存
が
な
さ
れ
る
か
否
か
明
ら
か
で
な
い
し
、
興
の
他
界
親
念
の
糧
告
も
な
い
。
唯
我
々
は
坐
位
の
か
な
り
の
分
布
か

ら
見
て
、
地
下
他
界
文
化
の
影
響
が
あ
っ
た
と
言
ふ
推
定
に
藩
干
の
確
か
さ
を
輿
へ
る
こ
と
を
以
て
一
ま
つ
灌
足
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

い
。

　
か
く
考
へ
れ
ば
オ
ー
ス
峯
ラ
リ
ァ
土
人
に
お
け
る
天
上
地
下
の
封
置
も
文
化
混
合
の
所
産
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
唯
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
天

上
地
下
の
封
置
と
著
し
く
異
な
る
勲
は
、
こ
x
に
湿
て
は
階
級
も
褒
生
せ
ず
、
倫
理
的
把
握
の
つ
よ
い
こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
こ
れ
等
の

民
族
の
低
い
経
濟
段
階
に
關
係
を
持
つ
で
あ
ら
う
し
、
地
下
界
文
化
が
微
弱
で
あ
っ
た
事
に
も
よ
る
の
で
あ
ら
う
。
こ
の
弱
さ
は
農
耕
が

つ
ひ
に
入
ら
な
か
っ
た
事
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
Q
後
者
は
、
原
文
化
の
民
族
が
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
説
く
如
く
、
遜
徳
性
の
高
い
爲
で
あ
る

か
、
或
は
混
合
の
古
い
爲
に
こ
の
や
う
な
把
握
が
つ
よ
く
な
さ
れ
る
に
至
っ
た
か
何
れ
か
で
あ
ら
う
。
何
れ
に
し
て
も
こ
の
愚
な
原
始
的

な
斑
族
に
、
天
上
地
下
の
封
置
親
が
す
で
に
見
ら
れ
、
然
も
倫
理
的
杷
握
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
麺
め
て
興
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
Q
に
も

拘
は
ら
ず
そ
れ
，
ぱ
混
合
の
所
．
薩
で
あ
る
こ
と
に
蔓
り
は
な
い
。
他
界
の
性
質
と
し
て
天
上
が
光
の
國
で
あ
り
、
離
婚
せ
ら
れ
た
天
上
鼻
で

あ
る
に
封
し
て
、
地
下
界
も
亦
よ
り
よ
き
國
で
あ
る
こ
と
が
、
混
合
を
毒
す
る
爲
に
は
更
に
整
ま
し
い
け
れ
ど
も
、
之
は
恐
ら
く
は
地
下

界
文
化
の
微
弱
と
、
倫
理
的
把
握
の
爲
に
、
悪
し
き
、
喉
國
の
地
な
る
黙
の
み
張
調
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
思
は
れ
る
Q
寝
藁
の
天
界
は



ポ
リ
ネ
シ
ア
の
知
き
階
層
の
あ
る
天
界
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
こ
と
も
混
合
の
所
産
た
る
事
を
傍
輩
す
る
も
の
で
あ
ら
ら
り
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92

　
天
上
地
下
を
封
緩
す
る
他
界
概
念
に
は
こ
の
外
マ
ラ
イ
シ
ア
に
藩
干
の
事
例
が
あ
る
。
郎
「
ち
ミ
ン
ダ
ナ
オ
の
ク
．
ラ
マ
ン
族
の
刑
罰
に
値

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
一
）

し
な
い
蕃
の
実
、
刑
罰
に
植
す
る
藩
の
地
下
界
閤
瓢
驚
、
醐
じ
く
バ
ゴ
ボ
族
の
複
讐
男
君
視
界
憶
念
に
結
合
し
た
一
人
の
人
閥
の
一
部
が
筆

架
ト
…
織
下
を
欝
澱
す
る
他
舞
郷
器
伽
の
戒
翫

蝋
wh
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哲
墨
研
麗
　
錦
四
胃
四
十
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
…
賜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
リ
じ

勺
毘
燭
犀
騎
。
憲
瓢
ひ
q
謬
、
一
部
が
地
下
開
黛
δ
噌
§
弩
8
掌
。
≦
磐
に
行
く
と
す
る
親
念
、
ボ
ル
ネ
オ
の
ジ
ン
ド
・
ダ
イ
ヤ
の
善
人
の
天
、
悪
人
の
地

　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　

下
、
ス
マ
ト
ラ
の
バ
タ
ク
族
や
ミ
ナ
ソ
カ
バ
ウ
族
に
於
け
る
極
め
て
倫
理
的
に
把
握
さ
れ
た
天
上
地
下
の
封
置
、
言
置
と
は
言
へ
な
い
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
お
し

天
上
地
下
が
特
殊
の
結
合
を
示
す
ア
ン
ダ
マ
ン
島
人
の
揚
合
な
ど
が
之
で
あ
る
。

　
以
上
の
串
ア
ン
ダ
マ
ン
島
人
の
揚
合
は
・
不
グ
リ
ト
藷
…
族
の
他
界
器
品
の
比
較
研
究
か
ら
、
元
來
天
界
信
仰
を
有
し
た
と
こ
ろ
へ
、
地
下

界
．
親
念
が
後
期
に
結
合
し
た
ら
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
が
、
ラ
ン
ド
・
ダ
イ
ヤ
諸
族
や
ス
マ
ト
ラ
の
諸
族
の
糊
…
念
は
高
等
宗
敦
の
影
響
の

受
容
で
は
な
い
か
と
疑
は
れ
る
も
の
で
あ
る
Q
ミ
ン
ダ
ナ
オ
の
ク
ラ
マ
ン
、
バ
ゴ
ボ
翫
族
の
他
界
挑
念
に
も
高
等
宗
藪
の
影
響
の
疑
ひ
が

↓
6
3
る
が
、
他
界
親
念
の
分
布
上
か
ら
言
へ
ば
、
グ
ヴ
ァ
オ
学
識
に
は
地
下
界
の
み
を
他
界
と
す
る
民
族
や
、
天
上
界
の
み
を
他
界
と
す
る

民
族
が
あ
る
か
ら
、
或
は
交
錯
に
よ
る
天
上
地
下
封
若
弟
念
が
こ
玉
で
脇
立
し
た
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
黙
は
今
後
の
研
究
に

侯
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
天
上
地
下
封
罰
槻
念
の
成
立
問
題
で
マ
ラ
イ
シ
ア
の
如
き
警
語
の
混
溝
の
著
し
い
地
域
の
民
族
を
持
出
す
こ

と
は
不
適
當
の
や
う
な
献
が
す
る
。

　
ポ
リ
ネ
シ
ア
や
オ
ー
ス
｝
ラ
リ
ア
で
文
化
混
合
の
結
滞
天
王
．
地
下
勤
置
親
念
が
威
慰
し
た
こ
と
を
論
じ
て
去
た
が
、
言
ふ
ま
で
も
な

く
、
之
等
の
地
域
で
成
立
し
た
書
志
が
高
等
宗
敦
に
採
用
せ
ら
れ
て
、
高
等
宗
教
の
鷺
系
の
中
に
入
り
、
つ
よ
く
倫
理
的
に
着
色
せ
ら
れ

た
と
言
ふ
の
で
は
な
い
。
岡
じ
ゃ
う
な
渦
程
に
よ
っ
て
同
じ
や
う
な
天
上
地
下
の
写
真
槻
念
は
、
高
等
宗
藪
の
褒
生
地
に
近
い
地
域
で
も

域
思
し
て
み
た
の
で
あ
ら
う
。
そ
れ
が
採
用
せ
ら
れ
た
だ
ら
う
と
推
定
し
て
み
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
特
に
階
層
の
あ
る
天
の
信
仰
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THE　OUTLINES　OF　THE　MAIN
　　　　ARTICLES　IN　THIS　ISSUE

The　O／ltliノ～¢｛ゾS～tch　anαプiicle　as　af）Peaノ’S脅～・2Jto2’e　ihan　Oπ｛；7ttt／1めe7げ’ゐis

magaN－ifie　is　to　be　ge’ven　logethe2’　with　flie　last　instabneJxt　of　the　article

Whe　Rise・f　the　ldea・f　C・ntrap・si施曲etweeit

　　　　　　　　　Heave1ユ鳥nd癒e　N‘ether　WOrユd

By　」6P　Tanase

　　The　idea　of　contrcftpositiop　between　heaven　and　the　nether　world　is

in　t“lae　higher　religions　generally　interpreted　in　etliical　terms　：　these　two

spheres　together　forming　a　world　ofi　retribution．　Many　people　even

insise　thae　the　idea　itself　has　been　established　upon　the　fiotmdation　o£

ethics；　But　the　reiigious　£eeling　is　deeper　than　the　fnorai　judgemene．

As　is　well　known　to　the　student”　of　primitive　re11glon，　the　other　worldi

ofi　primitive　people　is　one　and　uniform　for　a11　the　dead　of　a　tribe，

where　they　are　believed　to　continue　their　1ives　as　on　earth．　Thls　coracep－

tion　ofi　anotl｝er　werld，　notwithstanding　its　na’ivety，　fiulf11s　their　religieus

needs．

　　ln　this　essay，　the　present　writer　treats　the　rise　of　the　iclea　such　a

contraposition　using　some　ethnographical　materials，　especially　those　of

the　Polynesians　and　of　some　of　S．　E．　Atistralians．　He　thus　concludes

that　this　contraposition　has　arisen　by　a　mixture　or　contact　of　two

difEerent　c！ilttires，　one　of　which　had　the　2dea　of　a　celestial　world　and

the　other　that　o£　a　subterranian　world．　This　opinion　has　already　been

suggested　by　such　a　scholar　as　H．　Spencer，　but　the　present　writer　tries

to　confimi　it　by　examining　into　the　quallty　ofi　the　other　worlds，　social

stratifications，　vagueBess　efi　ethical　qttali£icatiens，　and　the　ways　efi　the

disposal　of　corpses　among　shem．　This　mixture，　he　thinks，　could　also・

1



happen　in　South　and　S．　W．　Asia，

traposition　was　then　introduced

given　it　ethical　modifications．

and　the　thus　originated　idea　of　con－

to　the　higher　religions，　which　have

”　‘　Ilappilless　and　Huraan　Nature　’一〇n　IBentham’s

　　　　　　　　　　　　　　　Ide，i　of　1－lappiness　II

By　Yutaka　Kiskihata

　　This　paper　discusses　the　problem　reserved　in　in＞r　preceding　study　on

‘　Happiness　and　an　Existence　of　Man　’，　that　is，　the　problem　ofi　necessity

contained　in　Bentham’s　idea　ofi　happiness．　For　it　is　one　oE　the　three

points　the　clarlfication　of　which　is　required　for　proving　the　adequacy　o£

the　idea　；　and　this　has　been　my　fundamental　question　from　the　beginning

of　my　preceding　study．　But　prior　to　the　consideration　of　the　problein

we　have　to　begin　what　nature　of　man　is　presupposed　by　Bentham．

According　to　Bentham，　the　real　nature　of　man　as　an　individutal　is　an

interested　and　passionate　natural　being　characterized　by　self－regard，　and

’to　such　beings　the　funclamental　social　re1ation　is　their　mutual　dependence

mediated　by　the　social　mechanism　of　division　efi　labour　and　exchange．

In　this　respect　man　must　simu／taneously　be　called　a　social　being．

　　Thus　human　nature　has　both　active　and　passive　aspects：　it　is　at　the

same　time　interested　and　passionate，　and　this　is　the　1〈ind　of　man　pre－

supposed　by　Bentham　in　his　philosoplay．　Because　of　this　nature　man

cannot　be　sufficient　to　himselt，　if　he　seel〈s　h1s　own　satisfaction　he　must

do　so　in　his　relations　to　sofne　external　objects．　As　such　a　man　is　a

natura1　and　social　being，　so　those　objects　alse　are　natural，　and　soclal；

ancl　as　these　are　independent　o£　him，　it　is　not　always　assured　to　him　to

gain　the　objects　necessary　and　satisfactory　to　him．　This　circumstance

難ecessarily斑akes　man　interested　and　passionate，　and　it　see皿＄to　be　a

general　experience　for　a　man　to　feel　anxiety　and　distress　in　many

cases　of　his　life．　ln　view　of　this　fact　we　may　say　that　man　must　pursue

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2


